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はじめにはじめにはじめにはじめに

このガイドは、Oracle8i Clientの概要、インストール前、インストール、インストール後の
処理に関する主たる情報源です。

次の項目について説明します。

� 対象読者

� 構成

� 表記規則
                                                                              v



対象読者対象読者対象読者対象読者
このドキュメントは、読者が次のことを十分理解していることを前提にしています。

� Windows NT、2000、95または 98を十分理解していて、コンピュータ・システムにイ
ンストールおよびテスト済であること

� オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念

このガイドは、Oracle8i Clientのインストールまたは構成をする方に必要です。

このガイドでは、Windows NT、Windows 95、Windows 98およびWindows 2000オペレー
ティング・システムに適用できる Oracle8i Clientソフトウェアの機能についてのみ説明しま
す。

構成構成構成構成
このドキュメントは、次のように構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「Oracle8i Clientの紹介」の紹介」の紹介」の紹介」
Oracle8i Client、サポートされるオペレーティング・システム、リリース 8.1.6以降の
Windowsでの新機能を紹介し、Oracleドキュメントの使用方法を説明します。

第第第第 2章「インストールの概要」章「インストールの概要」章「インストールの概要」章「インストールの概要」
Oracleコンポーネントをインストールする方法の概要を提供します。

第第第第 3章「インストール要件」章「インストール要件」章「インストール要件」章「インストール要件」
Oracle8i Clientのインストール・タイプおよび個別のコンポーネントに対する要件を説
明します。

第第第第 4章「章「章「章「Net8構成方法の選択」構成方法の選択」構成方法の選択」構成方法の選択」
インストール中に使用可能な Net8クライアント /サーバー・ネットワーク構成につい
て説明します。

第第第第 5章「章「章「章「Oracleコンポーネントおよびドキュメントのインストール」コンポーネントおよびドキュメントのインストール」コンポーネントおよびドキュメントのインストール」コンポーネントおよびドキュメントのインストール」
Oracleコンポーネントのインストール方法を説明します。

第第第第 6章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」
インストール後の構成作業について説明します。

第第第第 7章「章「章「章「Oracleのコンポーネントとサービスの削除」のコンポーネントとサービスの削除」のコンポーネントとサービスの削除」のコンポーネントとサービスの削除」
Oracleコンポーネントおよびサービスの削除方法について説明します。
vi                                                                                      



付録付録付録付録 A「インストール可能な個々のコンポーネント」「インストール可能な個々のコンポーネント」「インストール可能な個々のコンポーネント」「インストール可能な個々のコンポーネント」
Oracle8i Clientの各インストール・タイプで使用可能な個々のコンポーネントを説明し
ます。

付録付録付録付録 B「個々のコンポーネントの説明」「個々のコンポーネントの説明」「個々のコンポーネントの説明」「個々のコンポーネントの説明」
Oracle8i Clientの各インストール・タイプで使用可能な個々のコンポーネントとそのリ
リース番号を説明します。

付録付録付録付録 C「各国語サポート」「各国語サポート」「各国語サポート」「各国語サポート」
各国語サポート（NLS）について説明します。

付録付録付録付録 D「「「「Legato製コンポーネントのインストールと削除」製コンポーネントのインストールと削除」製コンポーネントのインストールと削除」製コンポーネントのインストールと削除」
Legatoコンポーネントのインストールおよび削除の方法を示します。

表記規則表記規則表記規則表記規則
このドキュメントで使用される表記規則は、次のとおりです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 C:¥ORACLE¥ORA81 ALTER DATABASEのようなコマンド名、SQL
予約語、キーワードを示します。ディレクトリ
名やファイル名も示します。

イタリック � 変数を示すために使用

file name

入力が必要な値を示します。たとえば、コマン
ドで filenameを入力するように要求された場合
は、ファイルの実際の名前を入力する必要があ
ります。

大カッコ [ ] X:¥[PATHNAME]¥ORACLE¥
HOME_NAME

オプション項目を示します。たとえば、Oracle
ホーム・ディレクトリを作成する場合、
¥ORACLEパス名の前にパス名をオプションと
して指定できます。

大カッコは [Enter]などのファンクション・
キーも表します。

「スタート」→ 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - 
HOME_NAME 」→「Network 
Administration」→「Net8 Assistant」を
選択します。

プログラムの起動方法を示します。たとえば、
Net8 Assistantを起動するには、タスクバーの
「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Oracle - HOME_NAME 」、「Network 

Administration」、「Net8 Assistant」の順に選択
します。
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C:¥> C:¥ORACLE¥ORADATA> 現行のハード・ディスク・ドライブの
Windows NTコマンド・プロンプトを示しま
す。プロンプトには、現在作業しているサブ
ディレクトリが反映されます。このドキュメン
トでは、MS-DOSコマンド・プロンプトと呼び
ます。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥ORADATA ディレクトリがルート・ディレクトリのサブ
ディレクトリであることを示します。

ORACLE_HOME
および ORACLE_BASE

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥
RDBMS¥ADMINディレクトリに移動しま
す。

8.1より前のリリースでは、Oracleコンポーネ
ントをインストールした場合、すべてのサブ
ディレクトリは最上位の Oracleホーム・ディ
レクトリの下に配置されました。デフォルト
は、次のとおりでした。

Windows NTの場合、C:¥ORANT

Windows 95の場合、C:¥ORAWIN95

Windows 98の場合、C:¥ORAWIN98

ユーザーが独自の Oracleホームを設定するこ
ともできました。

このリリースは、Optimal Flexible Architecture
（OFA）に準拠しているため、すべてのサブ
ディレクトリが最上位の ORACLE_HOMEディ
レクトリの下にあるわけではありません。最上
位ディレクトリの名前は ORACLE_BASEで、
このディレクトリのデフォルトは C:¥ORACLE
です。Oracleリリース 8.1.7コンポーネントを
クリーン・コンピュータ（他の Oracleソフト
ウェアがインストールされていないコンピュー
タ）にインストールする場合、最初の Oracle
ホーム・ディレクトリのデフォルト設定は、
C:¥ORACLE¥ORA81です。Oracle Universal 
Installerをもう一度実行してリリース 8.2.xを
インストールする場合、2番目の Oracleホー
ム・ディレクトリの名前は ¥ORA82です。これ
らの Oracleホーム・ディレクトリは、
ORACLE_BASEのすぐ下に配置されます。この
ドキュメントで例として使用されているディレ
クトリ・パスは、すべて OFAに準拠していま
す。

OFA準拠の詳細および OFAに準拠していない
ディレクトリに Oracle製品をインストールす
る方法は、『Oracle8i Client for Windows管理
者ガイド』を参照してください。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
viii                                                                                      



%ORACLE_HOME% SQL> @%ORACLE_HOME%¥ADMIN¥
DB_NAME¥ADHOC¥CATALOG.SQL

SQL*Plusコマンドでは %ORACLE_HOME%
を使用できます。SQL*Plusは %ORACLE_
HOME%変数を使用して Oracleホーム・ディ
レクトリを検索できます。この表記方法は、
Server Manager、SQL*Plus、Export Utilityお
よび Import Utilityで使用できます。

HOME_NAME OracleHOME_NAMETNSListener Oracleホーム名を示します。

ホーム名は英数字 16文字までです。ホーム名
で使用できる特殊文字はアンダースコアのみで
す。

HOMEID HOME0、HOME1、HOME2 製品をインストールする各 Oracleホーム・
ディレクトリの一意なレジストリ・サブキーを
示します。あるコンピュータ上の異なる Oracle
ホーム・ディレクトリに製品をインストールす
るたびに、新しい HOMEIDが作成されて増加
します。各 HOMEIDには、インストールされ
た Oracle製品固有の構成パラメータが含まれ
ます。

記号 ピリオド .

カンマ ,

ハイフン -

セミコロン ;

コロン :

等号 =

円記号 ¥

一重引用符 '

二重引用符 "

丸カッコ ()

大カッコと垂直バー以外のコマンド内の記号は
表記どおりに入力する必要があります。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
                                                                                      ix
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                                                           Oracle8i Clientの紹
1

Oracle8i Clientの紹介の紹介の紹介の紹介

この章では、Oracle8i Clientについて説明します。

次の項目について説明します。

� サポートされるオペレーティング・システム

� Windowsでの新機能およびコンポーネント
介 1-1



サポートされるオペレーティング・システム
サポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システム
Oracle8iのクライアント・ソフトウェアは、次のMicrosoftオペレーティング・システムの
いずれかが稼働するパーソナル・コンピュータ（PC）で動作します。

� 次のものを含むWindows NT 4.0:

� Windows NT Workstation 4.0

� Windows NT Server 4.0

� Windows NT Server, Enterprise Edition 4.0

� 次のものを含むWindows 2000:

� Windows 2000 Professional

� Windows 2000 Server

� Windows 2000 Advanced Server

� Windows 2000 Datacenter

� Windows 95

� Windows 98

参照参照参照参照 : Windows Terminal Serverでの Oracle8iのサポートについては、
『Oracle8i for Windowsリリース・ノート』を参照してください。
1-2　Oracle8i Client for Windowsインストレーション・ガイド                             



Windowsでの新機能およびコンポーネント
Windowsでの新機能およびコンポーネントでの新機能およびコンポーネントでの新機能およびコンポーネントでの新機能およびコンポーネント
この項では、Windows上でリリース 8.1.7および 8.1.6で使用可能な新機能およびコンポー
ネントの一部を説明します。

8.1.7の新機能の新機能の新機能の新機能
次の表では、Windows上でのリリース 8.1.7の新機能およびコンポーネントをいくつか説明
します。

機能機能機能機能 /コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 参照先参照先参照先参照先

Oracle Provider for 
OLE DBの拡張

Oracle Provider for OLE DBは、次のサポートを提供しています。

� 複数の行セットを返す

この機能を使用して、ストアド・プロシージャによって返される
すべての REFカーソルにアクセスできます。

� Unicodeキャラクタ・セット

この機能を使用して、同じクライアント・マシン上で複数の言語
でデータにアクセスできます。この機能は、Unicode標準に準拠
するために多数の言語をサポートするグローバル・インターネッ
ト・アプリケーションの作成に役立ちますたとえば、Oracle8i 
データベースにアクセスする単一の active server page（ASP）
を作成して、日本語、アラビア語、英語およびタイ語のコンテン
ツを動的に生成できます。

『Oracle Provider for 
OLE DBユーザー
ズ・ガイド』

Oracle Objects for
OLE（OO4O）の拡張

コマンドは、非同期処理を使用して実行できるようになりました。こ
れにより、SQL文および PL/SQLブロックを非ブロック化モードで
実行できます。非ブロック化モードでは、実行が完了していなくて
も、制御がすぐにアプリケーションに戻されます。これにより、アプ
リケーションは、最後の実行の結果に依存しない他のタスクを実行で
きます。

インストール後に
「スタート」メ
ニューで使用可能な
OO4Oのオンライ
ン・ヘルプ

8.1.7用の Oracle 
Universal Installer
インストールに
統合された新規
コンポーネント

新規コンポーネントは、インストールに統合されています。

� Oracle XML Developer's Kit

� Oracle XML SQL Utility

� Oracle Workflow Builder

� Oracle Workflow Mailer

� 付録 A「インス
トール可能な
個々のコンポー
ネント」

� 付録 B「個々の
コンポーネント
の説明」
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Windowsでの新機能およびコンポーネント
8.1.6の新機能の新機能の新機能の新機能
次の表では、Windows上でのリリース 8.1.6の新機能およびコンポーネントをいくつか説明
します。

機能機能機能機能 /コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 参照先参照先参照先参照先

Oracle Provider for
OLE DB

OLE DBはデータ・アクセス方法のオープン・スタンダード
で、あらゆる型のデータにアクセスし操作するための一連の
インタフェースを使用します。これらのインタフェースは、
様々なデータベース提供元から入手できます。

Oracle Provider for OLE DBインタフェースは高速で、アプ
リケーション、コンパイラおよびその他のデータベース・コ
ンポーネントからの Oracleデータに対する効率のよいアクセ
スを提供します。

『Oracle Provider for OLE 
DBユーザーズ・ガイド』

Active Directory
サポート

Active Directoryは、Windows 2000に付属している LDAP
（Lightweight Directory Access Protocol）準拠のディレクト
リ・サーバーです。Active Directoryには、ユーザー、グ
ループおよびポリシーを含むすべてのWindows 2000情報が
格納されます。

Oracle8i リリース 8.1.6以上では、ユーザーはデータベース・
サービス名および Net8ネット・サービス名をディレクトリ・
オブジェクトとして Active Directoryに格納できます Active 
Directoryとの統合により、次のことが可能になります。

� データベースやネット・サービス名を表す Oracleオブ
ジェクトが Active Directoryに作成され、Oracle8i デー
タベースへの接続時に様々な Oracleアプリケーション
によって使用されます。

� ネット・サービス名情報を単一の集中化された場所に格
納することで、個々のクライアント・コンピュータ上で
別個の TNSNAMES.ORAファイルを管理する必要がな
くなります。

� 管理者は Oracle8i データベースに対するエンタープライ
ズ・ユーザーとロールを作成し、Active Directoryに格
納することで、複数のデータベースに渡るユーザーや
ロールの管理を集中化できます。

『Oracle8i Client for 
Windows管理者ガイド』
の第 4章「Active 
Directoryでの Oracle8i 
Clientディレクトリ機能
の使用方法」
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                                                           インストールの概
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インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要

この章では、Oracleコンポーネントのインストールの概要を説明します。

次の項目について説明します。

� Oracle Universal Installer

� インストールに使用できるインストール・タイプ

� Oracle Universal Installerコンポーネントのインストールの概要

� インストールの開始
要 2-1



Oracle Universal Installer
Oracle Universal Installer
Oracle Universal Installerは、CD-ROMから Oracleコンポーネントをインストールするた
めの Javaベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）です。Oracle 
Universal Installerには、次の機能があります。

� コンポーネントおよびコンポーネント・セットのインストール

� Webベースのインストール

� 各国語およびグローバル化のサポート

� 分散インストール・サポート（Oracle Parallel Server）

� レスポンス・ファイルを使用した（対話を必要としない）サイレント・インストール

� インストール済コンポーネントの削除

� 複数の Oracleホームのサポート

インストールに使用できるインストール・タイプインストールに使用できるインストール・タイプインストールに使用できるインストール・タイプインストールに使用できるインストール・タイプ
コンポーネント CD-ROMから Oracle Universal Installerを実行する際、4つの異なるインス
トール・タイプから Oracle8i Clientコンポーネントを選択できます。各インストール・タイ
プは、個別にインストールできる一連のコンポーネントを含んでいます。次の表に、4つの
インストール・タイプを示します。

参照参照参照参照 : Oracle Universal Installerの詳細は、『Oracle Universal Installer 
Concepts Guide』を参照してください。このガイドは、Oracle Universal 
Installerのインストール時に自動的にハードディスク・ドライブにインス
トールされます。このマニュアルを表示するには、「スタート」→「プログラ
ム」→「Oracle Installation Products」→「Universal Installer Concepts 
Guide」を選択します。

インストール・インストール・インストール・インストール・
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

管理者管理者管理者管理者 Oracle Enterprise Managerコンソール（Enterprise Management Toolsを
含む）、ネットワーキング・サービス、ユーティリティおよび基本クライ
アント・ソフトウェアをインストールします。

プログラマプログラマプログラマプログラマ Oracle8i データベースにアクセスするアプリケーションを作成するための
開発ツール（プリコンパイラを含む）とインタフェースをインストールし
ます。
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インストールに使用できるインストール・タイプ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・
ユーザーユーザーユーザーユーザー

データベース・アプリケーションのユーザーが、Oracle8i データベースに
接続して対話できるようにするネットワーキング・サービスとサポート・
ファイルをインストールします。

カスタムカスタムカスタムカスタム 上のインストール・タイプからコンポーネントを選択してインストールで
きます。

参照参照参照参照 : 各インストール・タイプでインストールされる個々のコンポーネント
のリストは、付録 A「インストール可能な個々のコンポーネント」を参照し
てください。

インストール・インストール・インストール・インストール・
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明
                                                                   インストールの概要 2-3



Oracle Universal Installerコンポーネントのインストールの概要
Oracle Universal Installerコンポーネントのインストールの概要コンポーネントのインストールの概要コンポーネントのインストールの概要コンポーネントのインストールの概要
コンポーネント CD-ROMから Oracle Universal Installerを実行すると、次のウィンドウが
表示され、Oracleコンポーネントをインストールできます。ここでは、コンポーネントのイ
ンストールの選択肢の概要を説明します。特定のインストール手順は、第 5章「Oracleコン
ポーネントおよびドキュメントのインストール」に記載されています。

最初のウィンドウ :　「ようこそ」

Oracle Universal Installerにようこそ。

2番目のウィンドウ :　「ファイルの場所」

「インストール先」フィールドに次の項目を入力
できます。

� Oracleホーム名

� Oracleコンポーネントをインストールする
ディレクトリ位置

コンポーネント CD-ROMから Oracle Universal 
Installerを実行している場合、「ソース」フィー
ルドには CD-ROMの位置が自動的に表示され
ます。このフィールドは変更しないでください。

3番目のウィンドウ :　インストール・
タイプ

インストールする最上位コンポーネント
を選択できます。

� 管理者

� プログラマ

� アプリケーション・ユーザー

� カスタム
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インストールの開始
インストールの開始インストールの開始インストールの開始インストールの開始
インストール処理を始める準備ができました。迅速に作業を開始するには、次にリストした
章に、この順序で正確に従います。

目的目的目的目的 参照先参照先参照先参照先

次の事項のインストール要件を調べる

� 個々のインストール・タイプ

� 個々のコンポーネント

� 単一 Oracleホーム・コンポーネント

� ネットワーク・プロトコルおよびベンダー

第 3章「インストール要件」

Net8クライアント /サーバー環境を作成する方法を
選択する

第 4章「Net8構成方法の選択」

Oracleコンポーネントをインストールする 第 5章「Oracleコンポーネントおよびドキュメントのイ
ンストール」
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インストールの開始
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                                                          インストール要
3

インストール要件インストール要件インストール要件インストール要件

この章ではインストールの要件を説明します。

次の項目について説明します。

� FATおよびNTFSファイル・システムのシステム要件

� Oracle8i Client

� 移行とアップグレードの要件

� 個々のコンポーネントの必須要件

� 単一 Oracleホーム・コンポーネント

� ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件
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FATおよび NTFSファイル・システムのシステム要件
FATおよびおよびおよびおよび NTFSファイル・システムのシステム要件ファイル・システムのシステム要件ファイル・システムのシステム要件ファイル・システムのシステム要件
この章では、File Allocation Table（FAT）および NT File System（NTFS）の両方のファイ
ル・システムのシステム要件をリストします。必要な値は、デフォルトのブロック・サイズ
が 32Kの FATファイル・システムおよびデフォルトのブロック・サイズが 2Kの NTFS
ファイル・システムの 2GBのパーティションへのインストールから取得されました。両方
のファイル・システムは領域割当てが異なるので、ハード・ディスク要件は異なります。

 

Oracle8i Client
「Oracle8i Client」最上位コンポーネントは、次のインストール・タイプで構成されます。

� 管理者

� プログラマ

� アプリケーション・ユーザー

� カスタム

次に、「管理者」、「プログラマ」および「アプリケーション・ユーザー」のシステム要件を
示します。「カスタム」の場合の要件は、インストール用に選択するコンポーネントに依存
します。

重要重要重要重要 : この項にリストする FATおよび NTFSシステム要件を検討すると、
インストールに十分なハード・ディスク容量があるかどうかを判断できます。
これらの値は、Oracle Universal Installerの「インストール・タイプ」ウィン
ドウおよび「サマリー」ウィンドウでレポートされるハード・ディスク値よ
りも正確です。これらのウィンドウには、次の情報が含まれていません。

� 正確な FATディスク容量の値

� ハードディスク・ドライブ上に展開される圧縮ファイルのサイズ

要件要件要件要件 管理者管理者管理者管理者1 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・
ユーザーユーザーユーザーユーザー

オペレーティング・システム Windows NT 4.0、
Windows 95、Windows 
98およびWindows 2000

Windows NT 4.0、
Windows 95、Windows 
98およびWindows 2000

Windows NT 4.0、
Windows 95、Windows 
98およびWindows 2000

Windows NT 4.0 Service Pack 5.0以上で認定 5.0以上で認定 5.0以上で認定

動作可能プロセッサ Pentium 166MHz Pentium 133MHz Pentium 133MHz

推奨プロセッサ Pentium 266MHz Pentium 166MHz Pentium 166MHz
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移行とアップグレードの要件
移行とアップグレードの要件移行とアップグレードの要件移行とアップグレードの要件移行とアップグレードの要件
このドキュメントでは、Oracleデータベースの移行とアップグレードの要件は説明していま
せん。その要件については、『Oracle8i 移行ガイド』を参照してください。

RAM 64MB（最小）

128MB（推奨）

32MB（64MBを推奨） 32MB（64MBを推奨）

FATファイル・システム :

� Oracleホーム・ドライブ 861MB 270MB 180MB

� システム・ドライブ 51MB 40MB 36MB

NTFSファイル・システム :

� Oracleホーム・ドライブ 336MB 192MB 120MB

� システム・ドライブ 51MB 40MB 36MB

Webブラウザ（Oracle 
Enterprise Manager Web Site
を使用している場合）

� Netscape Navigator 
4.7以上

� Microsoft Internet 
Explorer 5.0以上

なし なし

1 Oracle Enterprise Manager Clientのオペレーティング・システム、サービス・パック、プロセッサおよび RAMの要件は、
Oracle Enterprise Manager Web Siteの要件と同じです。

参照参照参照参照 : 各インストール・タイプでインストールされる個々のコンポーネント
のリストは、A-2ページの「Oracle8i Clientのコンポーネント」を参照して
ください。

要件要件要件要件 管理者管理者管理者管理者1 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・
ユーザーユーザーユーザーユーザー
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個々のコンポーネントの必須要件
個々のコンポーネントの必須要件個々のコンポーネントの必須要件個々のコンポーネントの必須要件個々のコンポーネントの必須要件
次の表に、インストール前に個々のコンポーネントが満たすべき必須要件を示します。各イ
ンストール・タイプでどのコンポーネントをインストールできるかは、付録 A「インストー
ル可能な個々のコンポーネント」を参照してください。インストール前の一連の手順に関す
る適切なドキュメントも併記してあります。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 参照参照参照参照

Oracle Advanced 
Security

Oracleコンポーネントで認証サポートを使用するには、ハードウェア
要件およびソフトウェア要件を満たす必要があります。また、Oracle 
Advanced Securityを Secure Socket Layer（SSL）および Private Key 
Infrastructure（PKI）とともに使用するには、コンポーネント
CD-ROMで提供されている Oracle Internet Directoryなどの LDAP
ディレクトリが事前にインストールされている必要があります。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイド』
の第 1章

Oracle Enterprise 
Manager Paging 
Server

Oracle Enterprise Manager管理者がイベントとジョブのステータス変
更のページング通知を受信するようにする場合は、外線にダイアルで
きるように構成されたモデムが搭載されているWindows NTまたは
Windows 2000コンピュータに Oracle Enterprise Manager Paging 
Serverをインストールします。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイド』

Oracle Workflow 
Builderおよび
Mailer

必要なハードウェアおよびソフトウェアが構成されていることを確認
します。

『Oracle8i Workflowイ
ンストレーション補足』

Active Directoryと
の Oracle8iの統合

Oracle8iのインストールを実行するユーザーは、正常に統合するため
のインストール前の要件を実行する必要があります。

『Oracle8i Client for 
Windows管理者ガイ
ド』の第 4章「Active 
DirectoryでのOracle8i 
Clientディレクトリ機
能の使用方法」

Recovery Manager

（Oracle Utilitiesの
一部）

Recovery Managerを使用してディスク以外のメディアにバックアッ
プする場合、Legato Storage Manager（LSM）Serverなどのメディア
管理レイヤーが必要です。LSM Serverは CD-ROMに収録されていま
す。LSM Serverでは、次のシステム構成が必要です。

� 動作可能プロセッサ :　Intel Pentium 200MHz

� 推奨プロセッサ :　Intel Pentium 450MHz以上

� RAM:　128MB

� ハード・ディスク :　64MB

� Windows NTおよびWindows 95/98のバックアップ :　その他に
バックアップ・データ合計の 5%またはオンライン索引用として
100MB

『Oracle8i Legato 
Storage Manager管理
者ガイド』
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単一 Oracleホーム・コンポーネント
単一単一単一単一 Oracleホーム・コンポーネントホーム・コンポーネントホーム・コンポーネントホーム・コンポーネント
ほとんどの Oracleコンポーネントは、同じコンピュータに複数回インストールできます。
ただし、次のコンポーネントは、コンピュータあたり 1回のみインストールできます。

� Oracle Objects for OLE

� Oracle ODBC（Open Database Connectivity）Driver

� Oracle Provider for OLE DB

これらのコンポーネントを 2回目にインストールしようとすると、Oracle Universal Installer
は、これらの製品が別の Oracleホームにインストール済であることを検出し、プロンプト
を表示しないでこれらの製品をインストール・プロセスから自動的に削除します。
X:¥PROGRAM FILES¥ORACLE¥INVENTORY¥LOGSディレクトリの
INSTALLACTIONS.LOGファイルに次の情報が記録されます。

# product_name is a single oracle home product. It is already installed in 
currently_installed_location. 

インストールを実行しているときに、1つ以上の単一 Oracleホーム・コンポーネントが現在
のセッションでインストールできないことに気づいた場合は、これらのコンポーネントのい
ずれか、またはこれらのコンポーネントの古いバージョンが、別の Oracleホームにインス
トールされていないかをチェックします。これらのコンポーネントを現在選択している
Oracleホームにインストールする場合は、競合するバージョンを最初に削除する必要があり
ます。

参照参照参照参照 : これらのコンポーネントがインストールされるインストール・タイプ
は、付録 A「インストール可能な個々のコンポーネント」を参照してくださ
い。
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ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件
ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件ネットワーク・プロトコル・ベンダーの要件
次の表に、各ネットワーク・プロトコルをサポートしているベンダーを示します。

Net8プロトコル機能プロトコル機能プロトコル機能プロトコル機能 プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム サポートしているベンダーサポートしているベンダーサポートしているベンダーサポートしているベンダー

TCP/IPプロトコル Windows NTおよび
Windows 95/98

Microsoft TCP/IP

SPXプロトコル Windows NTおよび
Windows 95/98

� Microsoft NW Link for Windows NT、
Windows 95/98

� Novell NetWare Client 32 release 4.1

� Novell IntranetWare Client release 4.1 
for Windows NT

� Novell IntranetWare Client release 2.2 
for Windows 95

注意注意注意注意 :　　　　Microsoft NW Linkの場合は、Client 
Service for NetWareがインストールされて
いる必要があります。

Named Pipesプロトコル Windows NTおよび
Windows 95/98

Microsoft NETBEUI

ホスト・ネーミング・
メソッド

Windows NT Microsoft TCP/IP

NDSネーミング・
メソッド

Windows NTおよび
Windows 95

� Novell NetWare Client 32 release 4.1

� Novell IntranetWare Client release 4.1 
for Windows NT

� Novell IntranetWare Client release 2.2 
for Windows 95

注意注意注意注意 :　　　　NetWare release 4.1には Oracle 
Serverリリース 7.2.2以降が必要です。

NDS認証メソッド Windows NTおよび
Windows 95

� Novell NetWare Client 32 release 4.1

� Novell IntranetWare Client release 4.1 
for Windows NT

� Novell IntranetWare Client release 2.2 
for Windows 95

注意注意注意注意 :　　　　NetWare release 4.1には Oracle 
Serverリリース 7.2.2以降が必要です。

Windows固有の認証方法 Windows NTおよび
Windows 95/98

Microsoft
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Net8構成方法の選択構成方法の選択構成方法の選択構成方法の選択

この章では、インストール中に使用できる Net8クライアント /サーバー構成の方法を説明
します。インストールを実行する前に、これらの方法を理解する必要があります。

次の項目について説明します。

� ネットワーク構成方法

� Net8構成方法の選択

注意注意注意注意 : この章では、聞き慣れないネットワーク用語および概念を使用してい
る場合があります。この章で使用される用語の定義は「用語集」を、概念の
詳細は『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。
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ネットワーク構成方法
ネットワーク構成方法ネットワーク構成方法ネットワーク構成方法ネットワーク構成方法
Oracle Universal Installerは、インストール中に Net8クライアント /サーバー・ネットワー
キング環境の構成方法をいくつか提供しています。

インストール中に選択する方法は、次の条件に依存します。

� ネットワーク構成に関するユーザー自身の知識

� ネットワーク環境の要件

インストールを開始する前に、これらの方法を理解する必要があります。この章の情報に目
を通すことで、必要に応じた最善のネットワーキング環境を最初から構成することが可能で
す。

Net8コンポーネントは、いくつかのインストール・タイプでインストールされます。この
表のインストール・タイプで、インストール中にネットワーク構成にユーザーが入力する必
要のある項目を確認してください。◎印は、インストール中に入力を要求されるかどうか
（なし、最小、多量）を示しています。どのような情報が自動的に作成され、どのような情
報を手動で入力する必要があるかについての個々の詳細は、この章の後の項を参照してくだ
さい。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
データベースの作成に必要なデータベースの作成に必要なデータベースの作成に必要なデータベースの作成に必要な

ユーザー入力ユーザー入力ユーザー入力ユーザー入力 Net8の構成に必要なユーザー入力の構成に必要なユーザー入力の構成に必要なユーザー入力の構成に必要なユーザー入力

なしなしなしなし 最小最小最小最小 多量多量多量多量 なしなしなしなし 最小最小最小最小 多量多量多量多量

Oracle8i Client

� 管理者 該当せず ◎

� プログラマ 該当せず ◎

� アプリケーション・ユーザー 該当せず ◎

� カスタムで次を選択 :

Net8 Client1

1「カスタム」インストール・タイプで Net8 Clientを選択すると、最小限のユーザー入力を必要とする構成を作成するか、
ユーザー入力を多量に必要とする構成を作成するかを尋ねられます。

該当せず ◎ ◎
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Net8構成方法の選択
Net8構成方法の選択構成方法の選択構成方法の選択構成方法の選択
Net8 Configuration Assistantは、Oracleクライアントが Oracle8i データベースに接続でき
るようなネットワーク環境の構成を可能にするツールです。Net8 Configuration Assistant
は、大部分のインストール・タイプで、Oracle Universal Installerから自動的に起動でき、
独立したツールとして手動でも起動できます。

選択したインストール・タイプに応じて、Net8 Configuration Assistantは、次の 2つの方法
のいずれかでネットワークを構成します。

� 標準のデータベース接続方法用にネットワークを自動的に構成

� ユーザーに入力を要求して、カスタマイズされたネットワークを作成

構成作業は、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINディレクトリにある一
連のネットワーク・ファイルの作成と変更で成り立ちます。

注意注意注意注意 : この章では、Oracle Universal InstallerからのNet8 Configuration 
Assistantの実行を説明します。スタンドアロン・モードでの Net8 
Configuration Assistantの実行については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』ま
たは Net8 Configuration Assistantのオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。スタンドアロン・モードでのこのツールの起動手順は、『Oracle8i Client 
for Windows管理者ガイド』の第 2章「データベース・ツールの概要」を参
照してください。
                                                                   Net8構成方法の選択 4-3



クライアントのネットワーク構成
クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成
次に、クライアントのインストール・タイプで作成されるネットワーク構成の種類と、必要
とされるユーザー入力を示します。これらの選択肢を確認して、自分の要件やネットワーク
構成の知識に最も適したネットワーク構成を特定してください。

実行手順実行手順実行手順実行手順 結果結果結果結果

1. 「Oracle8i Client」
を選択します。

2. 「管理者」、「プロ
グラマ」または
「アプリケーショ
ン・ユーザー」
を選択します。

Net8 Configuration Assistantにより、まず次の方法のいずれかを選択するよう要求されま
す。この方法により、Oracle8i データベースへのアクセスが構成されます。

� ディレクトリ・ネーミング

ディレクトリ・サーバー。

� ローカル・ネーミング

ネット・サービス名により、クライアントを Oracle8i データベースに接続できます。

選択内容に応じて、追加情報を入力するよう要求されます。

続いて Net8 Configuration Assistantが次のファイル内に情報を構成して、Net8クライアン
ト環境を自動的に作成します。

� LDAP.ORAファイル（上でディレクトリ・ネーミングが選択された場合）

ディレクトリ・サーバー・タイプを識別してディレクトリ・サーバー・アクセスを構成
します。ディレクトリ位置と管理コンテキストも識別できます。クライアントは、この
コンテキストからネット・サービス名を参照できます。

� TNSNAMES.ORAファイル

ネット・サービス名（上でローカル・ネーミング・メソッドが選択された場合）を構成
します。

� SQLNET.ORAファイル

クライアントのドメインをデフォルト・ドメイン（コンピュータが置かれているドメイ
ン）として構成します。このドメインは、接続文字列で指定される未修飾のネット・
サービス名に自動的に付加されます。

クライアントが名前を接続記述子に解決するために使用するネーミング・メソッドを構
成します。
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クライアントのネットワーク構成
1. 「Oracle8i Client」
を選択します。

2. 「カスタム」を
選択します。

3. 「Net8 Client」を
選択します。

Net8 Configuration Assistantにより、まず次のことを要求されます。

� 完全なディレクトリ・サーバー・アクセス構成。ディレクトリ・サーバーのタイプと位
置、クライアントがネット・サービス名を参照、作成および変更できる管理コンテキス
トの入力を含みます。1

� データベースへの接続に使用するネーミング・メソッドを選択します。たとえば、ロー
カル・ネーミング・メソッドを選択すると TNSNAMES.ORAファイルを使用できるよ
うになります。選択内容に応じて、追加情報を入力するよう要求されます。ローカル・
ネーミング・メソッドの場合は、ネット・サービス名、データベース SID、使用する
ネットワーク・プロトコルの入力を要求されます。

続いて Net8 Configuration Assistantが次のファイル内に情報を構成して、Net8クライアン
ト環境を自動的に作成します。

� SQLNET.ORAファイル

オペレーティング・システム認証済接続（OPS$）を要求するようクライアントを構成
します。

クライアントのドメインをデフォルト・ドメイン（コンピュータが置かれているドメイ
ン）として構成します。このドメインは、未修飾の名前に自動的に付加されます。

クライアントが名前を接続記述子に解決するために使用するネーミング・メソッドを構
成します。

� TNSNAMES.ORAファイル

ネット・サービス名（Oracle8i データベースに接続するために上でローカル・ネーミン
グ・メソッドが選択された場合）を構成します。

� LDAP.ORAファイル（上でディレクトリ・アクセス構成が選択された場合）

ディレクトリ・サーバー・タイプを識別してディレクトリ・サーバー・アクセスを構成
します。ディレクトリ位置と管理コンテキストも識別できます。

1 この Oracleホームがディレクトリ・サーバー・アクセス用に構成されていない場合に、この情報の入力を要求されます。

実行手順実行手順実行手順実行手順 結果結果結果結果
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クライアントのネットワーク構成
4-6　Oracle8i Client for Windowsインストレーション・ガイド                              



                                                           Oracleコンポーネントおよびドキュメントのインスト
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Oracleコンポーネントおよびドキュメントのコンポーネントおよびドキュメントのコンポーネントおよびドキュメントのコンポーネントおよびドキュメントの

インストールインストールインストールインストール

この章では、Oracleコンポーネントのインストール方法を説明します。

次の項目について説明します。

� Windows NTと UNIXでのインストールの相違

� キーボード・ナビゲーション

� インストール前の作業

� Oracle8i Clientのインストール
ール 5-1



Windows NTと UNIXでのインストールの相違
Windows NTとととと UNIXでのインストールの相違でのインストールの相違でのインストールの相違でのインストールの相違
UNIX環境で Oracleコンポーネントをインストールした経験のあるデータベース管理者は、
UNIXで必要な手動セットアップ作業の多くが、Windowsオペレーティング・システムで
は必要ないことに注意する必要があります。たとえば、Windowsオペレーティング・シス
テムでは次の作業を手動で行う必要はありません。

� 環境変数の設定

� データベース管理者用の UNIX DBAグループの作成

� Oracle Universal Installerを実行しているユーザー用の UNIXグループの作成

� Oracleコンポーネントのインストールとアップグレード専用の UNIXアカウントの作成

Windowsオペレーティング・システムで必要なインストール前の作業はすべてこの章で説
明します。

キーボード・ナビゲーションキーボード・ナビゲーションキーボード・ナビゲーションキーボード・ナビゲーション
このガイドでは、マウスを使用して Oracle Universal Installerウィンドウをナビゲートする
方法を説明します。キーボード・コマンドを使用してナビゲートすることもできます。
Windowsオペレーティング・システムには、Oracle Universal Installerで使用できる一連の
キーボード・コマンドがあります。たとえば、[Tab]キーを使用して、ウィンドウの項目か
ら項目へナビゲートできます。Oracle Universal Installerには、階層ツリーのコンポーネン
トをナビゲートする必要のあるウィンドウがいくつか含まれています。これらのウィンドウ
には、次のものがあります。

� 「使用可能な製品コンポーネント」ウィンドウ（インストールできるコンポーネントの
リスト）

� 「サマリー」ウィンドウ（インストールしようとしているコンポーネントのリスト）

� 「インベントリ」ウィンドウ（インストールされているコンポーネントのリスト）

次の表に、これらのウィンドウをキーボード・コマンドを使用してナビゲートする方法を説
明します。

目的目的目的目的 使用するキー使用するキー使用するキー使用するキー

コンポーネントのリストを上下に移動します。 上矢印および下矢印

拡張可能なコンポーネント・ツリーを開きます。 右矢印

拡張可能なコンポーネント・ツリーを閉じます。 左矢印

コンポーネントを選択または選択解除します。 スペース・バー
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インストール前の作業
インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業
Oracleコンポーネントをインストールする前に、次の作業を実行します。

インストール前の作業を実行するには、次の手順に従います。インストール前の作業を実行するには、次の手順に従います。インストール前の作業を実行するには、次の手順に従います。インストール前の作業を実行するには、次の手順に従います。

1. インストールを開始する前に、必ず第 3章「インストール要件」にある適切なシステム
要件やコンポーネント要件を確認し、これを満たします。

2. オペレーティング・システムを起動します。

3. Windows NTにインストールする場合は、Oracleコンポーネントをインストールする
コンピュータに対する Administratorsグループのメンバーとしてログオンします。

4. 使用するネットワーク・ハードウェアおよびソフトウェアは、必要に応じてインストー
ルおよびテストしておきます。

5. Oracleコンポーネントをインストールする Oracleホームに対する Oracleサービスが実
行されていれば、すべて停止します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「開始」の状態の Oracleサービス（Oracleで始まる名前）があればそのサービスを
選択し、「停止」を選択します。

c. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

参照参照参照参照 : 標準のキーボード・ナビゲーション・コマンドは、MicrosoftのWeb
サイトを参照してください。

http://www.microsoft.com

注意注意注意注意 : 最初にWindows 95または 98に Oracleをインストールした後は、コ
ンピュータを再起動します。その後のインストールでは、Oracleホームを変
更した場合にのみ再起動する必要があります。

注意注意注意注意 : 環境に手動で ORACLE_HOMEを設定しないでください。
ORACLE_HOMEはレジストリに自動的に設定されます。環境に
ORACLE_HOMEを設定する必要はなく、お薦めできません。設定すると、
複数の Oracleホーム環境が正しく機能しなくなります。詳細は、『Oracle8i 
Client for Windows管理者ガイド』の第 3章「複数の Oracleホームおよび
Optimal Flexible Architecture」を参照してください。
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Oracle8i Clientのインストール
6. コンポーネント CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

「Autorun」ウィンドウが自動的に表示されます。「Autorun」ウィンドウが表示されな
い場合は、次の操作を行います。

a. 「スタート」→「実行」を選択します。

b. 次のコマンドを入力します。

DRIVE_LETTER:¥AUTORUN¥AUTORUN.EXE

「Autorun」ウィンドウが表示されます。

7. Oracleコンポーネントのインストール手順は、5-4ページの「Oracle8i Clientのインス
トール」を参照してください。

Oracle8i Clientのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle8i コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。
 

Oracleコンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。コンポーネントをインストールするには、次の手順に従います。

1. 5-3ページの「インストール前の作業」で説明されるインストール前の手順に従ってい
ることを確認します。

2. 「Autorun」ウィンドウから「インストールを開始」を選択します。

「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

3. 「次」を選択します。

「ファイルの場所」ウィンドウが表示されます。「ソース」フィールド内のディレクト
リ・パスは変更しないでください。これは、インストール用のファイルの CD-ROM上
の位置です。

注意注意注意注意 : 古い Oracle Installer（リリース 7.xや 8.0.xとともに出荷された
Oracle Universal Installer前のもの）を使用した、リリース 8.1 Oracleホー
ム・ディレクトリへのコンポーネントのインストールは、サポートされませ
ん。同様に、リリース 8.1.7のコンポーネントは、リリース 7.x、8.0.x、8.1.3
または 8.1.4の Oracleホームにはインストールできません。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installerにより、JRE（Java Runtime Environment）
の Oracleバージョンが自動的にインストールされます。このバージョンは、
Oracle Universal Installerおよびいくつかの Oracle Assistantを実行する必要
があります。オラクル社カスタマ・サポート・センターの提供するパッチ以
外で JREを変更しないでください。
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4. 「インストール先」フィールドに、Oracleコンポーネントをインストールする Oracle
ホーム名とディレクトリ・パスを入力します。

ホーム名の長さは最大 16文字で、英数字とアンダースコアのみを含める必要がありま
す。デフォルトのディレクトリ・パスは、
<空き領域が最大のドライブ >:¥ORACLE¥ORA81です。空白を含めることはできませ
ん。

 

5. 「次」を選択します。

「インストール・タイプ」ウィンドウが表示されます。

6. インストールするインストール・タイプを選択し、「次」を選択します。

7. 手順 6で行った選択に基づいて、適切な項目を参照してください。

「管理者」、「プログラマ」、「アプリケーション・ユーザー」「管理者」、「プログラマ」、「アプリケーション・ユーザー」「管理者」、「プログラマ」、「アプリケーション・ユーザー」「管理者」、「プログラマ」、「アプリケーション・ユーザー」
「サマリー」ウィンドウが表示されます。

1. 領域要件を検討して十分なディスク領域があることを確認し、「インストール」を選択
します。

2. 選択したコンポーネントがインストールされるのを待ちます。

現在指定されている Oracleホームに Net8 Clientリリース 8.1.7がインストールされて
いない場合は、「構成ツール」ウィンドウが表示され、Net8 Configuration Assistantが
起動し、Oracle8i データベースへのクライアント・アクセスを構成する方法を選択する
よう要求されます。この Oracleホームにインストールされている Net8 Clientリリース
8.1.6以前はアップグレードされます。

3. Oracle8i データベースへのクライアント・アクセスの構成方法を選択します。選択の詳
細は、オンライン・ヘルプおよび 4-4ページの「クライアントのネットワーク構成」を
参照してください。

「インストールの終了」ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : 8.1.xの前のリリースで作成したの前のリリースで作成したの前のリリースで作成したの前のリリースで作成した Oracleホームがある場合は、デフォホームがある場合は、デフォホームがある場合は、デフォホームがある場合は、デフォ
ルトのインストール位置を別の場所に変更する必要があります。ルトのインストール位置を別の場所に変更する必要があります。ルトのインストール位置を別の場所に変更する必要があります。ルトのインストール位置を別の場所に変更する必要があります。

選択したオプション選択したオプション選択したオプション選択したオプション 参照先参照先参照先参照先

「管理者」、「プログラマ」、
「アプリケーション・ユーザー」

5-5ページの「「管理者」、「プログラマ」、「アプリ
ケーション・ユーザー」」

カスタム 5-6ページの「カスタム」
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4. 「終了」を選択して Oracle Universal Installerを終了するか、「次のインストール」を選
択して別のコンポーネントをインストールします。

カスタムカスタムカスタムカスタム
5-5ページの手順 6で「カスタム」を選択した場合は、「使用可能な製品コンポーネント」
ウィンドウが表示されます。「使用可能な製品コンポーネント」ウィンドウの「インストー
ル状況」列には、インストールに使用できるすべてのコンポーネントの状態が表示されま
す。

1. インストールするコンポーネントに対応するチェック・ボックスがチェックされている
ことを確認します。

2. インストールするコンポーネントを適宜選択し、「次」を選択します。

「コンポーネントの場所」ウィンドウが表示され、いくつかのコンポーネントをインス
トールする代替位置を選択できます。

3. デフォルト位置を受け入れるには、「次」を選択します。そうでない場合は、コンポー
ネントを選択して、デフォルト位置を変更するためのテキスト・ボックスを使用可能に
し、「次」を選択します。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのサマリーは、5-8ページの「インストー
ル・セッションのログの確認」を参照してください。

状態状態状態状態 コンポーネントの状態コンポーネントの状態コンポーネントの状態コンポーネントの状態

インストール済 すでにインストールされています。

新規インストール インストールするよう初めて選択されました。

未インストール 現在インストールされておらず、インストールするよう選択されて
もいません。

再インストール 現在インストールされていますが、再インストールするよう選択さ
れています。

アップグレード 現在インストールされていますが、アップグレードされます。

注意注意注意注意 : インストールするコンポーネントを選択または選択解除する場合は注
意してください。チェック・ボックスがチェックされていないと、コンポー
ネントはインストールされません。
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4. 次のコンポーネントのいずれかを選択した場合は、要求に応じて適切な応答を入力しま
す。大部分のコンポーネントは、追加情報の入力を要求されることなくインストールさ
れることに注意してください。

.

「サマリー」ウィンドウが表示されます。

5. 領域要件を検討して十分なディスク領域があることを確認し、「インストール」を選択
します。

6. 選択したコンポーネントがインストールされ、構成ツールが実行を完了するまで待ちま
す。

「インストールの終了」ウィンドウが表示されます。

7. 「終了」を選択して Oracle Universal Installerを終了するか、「次のインストール」を選
択して別のコンポーネントをインストールします。

選択したオプション選択したオプション選択したオプション選択したオプション 要求の有無要求の有無要求の有無要求の有無

Net8 Client 情報の入力は要求されません。ただし、インストールの最後に
Net8 Configuration Assistantが起動し、現在指定されている
Oracleホームに Net8 Clientリリース 8.1.7がインストールされ
ていない場合は Oracle8i データベースへのクライアント・アク
セスを構成するよう要求されます。

注意注意注意注意 :　　　　この Oracleホームにインストールされている Net8 
Clientリリース 8.1.6以前はアップグレードされます。

参照参照参照参照 :　　　　実行される構成手順の詳細は、4-4ページの「クライア
ントのネットワーク構成」を参照してください。

Oracle Advanced 
Security

Oracleでサポートする認証方式を選択するよう要求されます。
選択項目として、Kerberos、SecurIDおよび Radiusが自動的に
表示されます。Identix、CyberSafeおよび Entrustは、適切な
サードパーティ・ソフトウェアがインストールされている場合
にのみ表示されます。

Oracle Protocol Support Oracleでサポートを提供するネットワーク・プロトコル・アダ
プタを選択するよう要求されます。このウィンドウの「Status」
列の説明は、オンライン・ヘルプを参照してください。

Oracle Services for 
Microsoft Transaction 
Server

インストール後にMicrosoft Transaction Serverをインストール
するよう要求されます（現在インストールされていない場合）。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのサマリーは、5-8ページの「インストー
ル・セッションのログの確認」を参照してください。
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インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認
最後のインストール・セッションで実行された作業とインストールされたコンポーネン
トを記述するログは、次の場所にあります。

X:¥PROGRAM FILES¥ORACLE¥INVENTORY¥LOGS¥INSTALLACTIONS.LOG

Xは、オペレーティング・システムが配置されているハードディスク・ドライブです。

INSTALLACTIONS.LOGは、最新のログ・ファイルです。前のインストール・セッ
ションのログ・ファイルもこのディレクトリにあり、その名前の形式は
INSTALLACTIONSDATE_TIME.LOG（たとえば、
INSTALLACTIONS1999-07-14_09-00-56-AM.LOGなど）です。

Oracle Universal Installerの任意のウィンドウで「インストール済みの製品」を選択す
ると、インストール済のコンポーネントのリストを表示できます。インストールされた
プログラムのウィンドウが表示されます。

Webブラウザおよびブラウザおよびブラウザおよびブラウザおよび Adobe Acrobat Readerのインストールのインストールのインストールのインストール
Webブラウザおよび Adobe Acrobat Readerをインストールすると、すべてのドキュメント
形式と機能を利用できます。

Webブラウザおよびブラウザおよびブラウザおよびブラウザおよび Adobe Acrobat Readerをインストールするには、次の手順に従いまをインストールするには、次の手順に従いまをインストールするには、次の手順に従いまをインストールするには、次の手順に従いま
す。す。す。す。

1. 次のWebブラウザとAdobe Acrobat Readerがインストールされていることを確認しま
す。

 

ツールツールツールツール 使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン

Webブラウザ Java対応の次のブラウザの 1つを使用します。

� Netscape Navigatorバージョン 3.0以降

http://www.netscape.com

� Microsoft Internet Explorerバージョン 3.0以降

http://www.microsoft.com

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Information Navigatorが使用できるのは、Java対応のブ
ラウザのみです。
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Webブラウザでのドキュメントの表示ブラウザでのドキュメントの表示ブラウザでのドキュメントの表示ブラウザでのドキュメントの表示
Webブラウザと Adobe Acrobat Readerの両方がインストールされている場合は、Webブラ
ウザから HTMLおよび PDFドキュメントを表示できます。

Webブラウザからドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザからドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザからドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザからドキュメントを表示するには、次の手順に従います。

1. 5-8ページの「Webブラウザおよび Adobe Acrobat Readerのインストール」の手順に
従います。

2. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Documentation 
Library」を選択します。

Webブラウザが自動的に起動し、ドキュメント・カテゴリがリストされた「ようこそ」
ページが表示されます。

しばらくして Oracle Information Navigatorも表示されます。

3. ほとんどのドキュメントは、HTML形式と PDF形式の両方で表示できます。

4. Oracle Information Navigatorの使用手順についてのヘルプにアクセスするには、疑問
符アイコンを選択します。

Adobe Acrobat 
Reader

Adobe Acrobat Readerリリース 3.0以降。このコンポーネントは、2つ
の場所から入手できます。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント CD-ROMからからからから :

1. コンポーネント CD-ROMの ¥ACROREADディレクトリに移動しま
す。

2. 「AR405JPN.EXE」をダブルクリックします（または、MS-DOSコマ
ンド・プロンプトから AR405JPN.EXEを実行します）。

ウィザードが、Adobe Acrobat Readerのインストールを順を追って
指示します。

Adobe Webサイトからサイトからサイトからサイトから :

http://www.adobe.com

ツールツールツールツール 使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン
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Webブラウザがない場合のドキュメントの表示ブラウザがない場合のドキュメントの表示ブラウザがない場合のドキュメントの表示ブラウザがない場合のドキュメントの表示
Webブラウザがインストールされていない場合でも、Adobe Acrobat Readerがインストー
ルされていれば PDF形式のドキュメントを表示できます。

Webブラウザを使用しないでドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザを使用しないでドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザを使用しないでドキュメントを表示するには、次の手順に従います。ブラウザを使用しないでドキュメントを表示するには、次の手順に従います。

1. Acrobat Readerまたは Acrobat Exchangeを開きます。

2. 「ファイル」→「開く」メニュー・オプションを選択します。

3. 必要に応じて次のドキュメントを選択します。

個々の PDFファイルには、しおりの一覧の一番上に「PDF Directory」というしおりが
含まれています。このしおりを選択すると、個々のファイルが位置する 1レベル上の目
次に移動します。

 

表示する対象表示する対象表示する対象表示する対象 操作操作操作操作

すべての PDF
ドキュメントの目次

1. ¥DOCディレクトリに移動します。

2. 「INDEX.PDF」をダブルクリックします。

すべてのカテゴリの最上位ライブラリが表示されます。

3. カテゴリを選択して、個々のドキュメントのリストを表示
します。

目次を表示しないで個々の
PDFファイルを直接表示

1. ¥DOCディレクトリに移動します。

2. 適切なサブディレクトリに移動します（たとえば、
WIN.817には、Windows用の Oracleドキュメントが含ま
れています）。

3. 表示するファイルをダブルクリックします。PDFファイル
には、各ガイドのタイトル・ページにある部品番号に基づ
いて名前が付けられています（たとえば、A12345.PDFな
ど）。

注意注意注意注意 : Adobe Acrobat Readerでドキュメントをいくつか開いた後、さらに
ドキュメントを開こうとすると、ドキュメントが存在しないというエラー・
メッセージが表示される場合があります。このエラー・メッセージはメモ
リーが少ないために発生します。問題を解決するには、使用していないド
キュメントが開いている場合は閉じてから続行します。
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インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業

この章では、インストール後の構成作業を説明します。この章では適宜、これらの構成作業
の実行手順に関する他のガイドを参照しています。

次の項目について説明します。

� NTFSファイル・システムとWindows NTレジストリ権限の設定

� 個々のコンポーネントのインストール後の構成作業
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NTFSファイル・システムと Windows NTレジストリ権限の設定
NTFSファイル・システムとファイル・システムとファイル・システムとファイル・システムと Windows NTレジストリ権限の設定レジストリ権限の設定レジストリ権限の設定レジストリ権限の設定
Oracle8i データベースのファイル、ディレクトリおよびレジストリの設定は、認証された
データベース管理者（DBA）のみが完全に制御できるように構成することをお薦めします。
次の項目では、これらの作業の実行方法を説明します。

� NTFSファイル・システムのセキュリティ

� Windows NTレジストリのセキュリティ

NTFSファイル・システムのセキュリティファイル・システムのセキュリティファイル・システムのセキュリティファイル・システムのセキュリティ
Oracle8i データベースでは、ファイルを使用してデータベース・データ、バックアップ・
データ、ログ情報などを格納します。このため、Oracle8i データベース・プロセスはセキュ
リティ・アカウントの下で実行されます。このセキュリティ・アカウント（システムと呼ば
れるWindows NT LocalSystemアカウント）には、これらのファイルを作成、アクセスする
機能が含まれています。セキュリティ・アカウントは、「コントロール パネル」で Oracle8i 
データベースの使用するサービスに割り当てます。このアカウントには、ファイルの作成、
読込み、書込み、削除および実行のすべてのファイル・システム権限が必要です。

認証されたユーザーのみがすべてのファイル・システム権限を持つことを保証するには、次認証されたユーザーのみがすべてのファイル・システム権限を持つことを保証するには、次認証されたユーザーのみがすべてのファイル・システム権限を持つことを保証するには、次認証されたユーザーのみがすべてのファイル・システム権限を持つことを保証するには、次
の手順に従います。の手順に従います。の手順に従います。の手順に従います。

1. Windows NTエクスプローラを表示します。

2. Oracle8i のデータベース・ファイル（ORACLE_BASE¥ORADATA¥DB_NAMEディレク
トリ）、実行可能ファイル、動的リンク・ライブラリ（ORACLE_BASE¥
ORACLE_HOME¥BINディレクトリ）およびディレクトリを右クリックします。

3. 表示されるメニューから「プロパティ」を選択します。

4. 次の条件を保証するように、ファイルやディレクトリの権限を調整します。

� Oracle8i データベースが使用するよう構成されているセキュリティ・アカウントの
みが、これらのファイルに対するすべての制御権限を持つようにします。

� Oracleアプリケーション（たとえば、SQL*Plus、Server Manager、Pro*Cなど）を
実行する必要のあるユーザー・アカウントは、その実行可能ファイル（たとえば、
SQL*Plusの場合は SQLPLUS.EXE）に関する読込み権限を持つようにします。

参照参照参照参照 : NTFSファイル・システムとWindows NTレジストリの設定値の変
更の詳細は、Windows NTのドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle8i データベースは、Windows NTの LocalSystem組込みセ
キュリティ・アカウントを使用します。したがって、Oracle8i データベース
を実行しているローカル・コンピュータのシステム・アカウントにファイル
権限を付与する必要があります。
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Windows NTレジストリのセキュリティレジストリのセキュリティレジストリのセキュリティレジストリのセキュリティ
Windows NTのHKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEで、Oracle8i の DBA
やシステム管理者でないユーザーから書込み権限を削除することをお薦めします。

書込み権限を削除するには、次の手順に従います。書込み権限を削除するには、次の手順に従います。書込み権限を削除するには、次の手順に従います。書込み権限を削除するには、次の手順に従います。

1. レジストリを開きます。

2. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

3. 「セキュリティ」メイン・ウィンドウから「アクセス権」を選択します。

「レジストリ キーのアクセス権」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. Oracle8i の DBAやシステム管理者以外のユーザーから書込み権限を削除します。シス
テム・アカウントは、Oracle8i データベースを実行するアカウントであるため、フル コ
ントロールを持つ必要があります。

5. Oracleアプリケーションを実行する必要のあるユーザー・アカウントに読込み権限があ
ることを確認します。

6. 「OK」を選択します。

7. レジストリを終了します。

個々のコンポーネントのインストール後の構成作業個々のコンポーネントのインストール後の構成作業個々のコンポーネントのインストール後の構成作業個々のコンポーネントのインストール後の構成作業
コンポーネントによっては、個別にインストール後の構成作業が必要です。次の表で構成要
件を確認し、固有の構成手順は、該当する箇所またはドキュメントを参照してください。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 参照参照参照参照

Net8ネットワーク・
ソフトウェア

Net8 Configuration Assistantは、Oracleネットワークの構成
を補助するツールです。

Net8 Clientをインストールした場合、インストールの最後に
Net8 Configuration Assistantが自動的に起動し、ネットワー
クの構成をガイドします。

インストール後に、Net8 Configuration Assistantおよび Net8 
Assistantなどのツールを使用しても Oracleネットワークを構
成できます。

� 『Oracle8i Net8管理者ガ
イド』および両方のツー
ルで使用可能なオンライ
ン・ヘルプ。

� 使用可能な構成の選択に
関する説明は、4-3ペー
ジの「Net8構成方法の
選択」を参照してくださ
い。

Oracle Advanced 
Security

認証、暗号化、整合性のサポートおよびエンタープライズ・
ユーザー・セキュリティを構成する必要があります。

『Oracle8i Advanced Security
管理者ガイド』
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Oracle Enterprise 
Managerコンソール

Oracle Enterprise Managerコンソールをインストールした後
で、追加の設定作業（たとえば、サービスの検出、管理者ア
カウントの作成、デフォルト資格証明の指定など）を実行し
て、Oracle Enterprise Managerでサービスを管理および監視
する必要があります。

『Oracle Enterprise Manager
構成ガイド』

Oracle Services for 
Microsoft 
Transaction Server

特別なWindows NTサービスは手動で作成および構成する必
要があります。さらに、Microsoft Transaction Serverがイン
ストールされていない場合は、これをインストールする必要
があります。

� 『Oracle8とMicrosoft 
Transaction Serverの連
携』

� Microsoftのドキュメン
ト

Oracle Workflow 
Builderおよび
Mailer

次のような、いくつかの構成手順を実行します。

� INIT.ORAパラメータ・ファイルの編集

� Webサーバーのインストールおよび構成

� ベース URLの確認

� Oracle Workflow Monitorおよび HTMLヘルプの設定

� 『Oracle8i Workflowイン
ストレーション補足』

� 『Oracle Workflowガイ
ド』

Pro*COBOL Pro*COBOLは特定のコンパイラをサポートします。 『Pro*COBOL for Windowsプ
リコンパイラ・スタート・ガ
イド』の第 1章「Pro*COBOL
の概要」

SQL*Plusヘルプ・
ファイル

SQL*Plusでオンライン・ヘルプを使用する場合は、SQL*Plus
の表にヘルプ・ファイルを移入する必要があります。

『SQL*Plus for Windowsス
タート・ガイド』の第 2章
「SQL*Plusのヘルプとデモ表
のインストール」

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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Oracleのコンポーネントとサービスの削除のコンポーネントとサービスの削除のコンポーネントとサービスの削除のコンポーネントとサービスの削除

この章では、Oracleのコンポーネントとサービスの削除方法を説明します。

次の項目について説明します。

� Oracle Universal Installerを使用した Oracleコンポーネントの削除

� 手動でのすべての Oracleコンポーネントとサービスのコンピュータからの削除
削除 7-1



Oracle Universal Installerを使用した Oracleコンポーネントの削除
Oracle Universal Installerを使用したを使用したを使用したを使用した Oracleコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの
削除削除削除削除

ここでは、Oracleコンポーネントを手動で削除するかわりに、Oracle Universal Installerを
使用して削除（Oracle Universal Installerインベントリから削除）する方法を説明します。
手動で（たとえば、Windows NTエクスプローラでディレクトリ構造を削除することで）
Oracleホームを削除すると、Oracleホームのコンポーネントは Oracle Universal Installerイ
ンベントリに登録されたままになります。その後、同じ Oracleホームにインストールを試
みると、選択したコンポーネントの一部またはすべてが、すでにインストールされていると
Oracle Universal Installerによって判断されるために、インストールできない場合がありま
す。

作業作業作業作業 1:　　　　Net8サービスとレジストリ・エントリを削除するサービスとレジストリ・エントリを削除するサービスとレジストリ・エントリを削除するサービスとレジストリ・エントリを削除する
Windows NT上でNet8 Clientのコンポーネントを削除する場合、次の手順に従って、まず
そのWindows NTサービスに対するレジストリ・エントリを削除する必要があります。こ
れらのコンポーネントを削除しない場合は、7-3ページの「作業 2:　Oracle Universal 
Installerでコンポーネントを削除する」に進み、削除を完了します。

Net8サービスとレジストリ・エントリを削除するには、次の手順に従います。サービスとレジストリ・エントリを削除するには、次の手順に従います。サービスとレジストリ・エントリを削除するには、次の手順に従います。サービスとレジストリ・エントリを削除するには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

2. 「開始」の状態の Oracleサービス（Oracleで始まる名前）があればそのサービスを選択
し、「停止」を選択します。

3. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

4. 「コントロール パネル」を終了します。

5. MS-DOSコマンド・プロンプトでレジストリを起動します。

C:¥> REGEDT32

注意注意注意注意 : 手動によるコンポーネントの削除は、インストールの途中で Oracle 
Universal Installerを終了した場合にのみ許されます。次に、例を示します。

� 「取消」を選択した場合

� コンピュータの電源をオフにした場合

� インストールが完了していない場合（つまり、必要な構成ツールが最後まで
実行されていない場合）

この場合、Oracle Universal Installerはインストールをインベントリに登録し
ません。しかし、ファイルは Oracleホームにコピーされている可能性があり
ます。ファイルを手動で削除して、インストールを再開します。
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Oracle Universal Installerを使用した Oracleコンポーネントの削除
6. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Servicesに移動し、
OracleHOME_NAMETNSListenerレジストリ・エントリを削除します。その他すべて
の Net8サービスは、Oracle Universal Installerを介して自動的に削除されます。

7. レジストリを終了します。

作業作業作業作業 2:　　　　Oracle Universal Installerでコンポーネントを削除するでコンポーネントを削除するでコンポーネントを削除するでコンポーネントを削除する
Oracle Universal Installerでコンポーネントを削除するには、次の手順に従います。でコンポーネントを削除するには、次の手順に従います。でコンポーネントを削除するには、次の手順に従います。でコンポーネントを削除するには、次の手順に従います。

1. Net8リスナーを削除する場合は、最初に必ず 7-2ページの「作業 1:　Net8サービスと
レジストリ・エントリを削除する」の指示に従ってください。

2. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Installation Products」→「Universal 
Installer」を選択します。

Oracle Universal Installerの「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

3. 「製品の削除」を選択します。

「インベントリ」ウィンドウが表示されます。

4. 削除するコンポーネントが見つかるまで、インストール済のコンポーネントのツリーを
展開します。

5. 削除するコンポーネントのボックスをチェックします。

6. 「削除」を選択します。

「確認」ウィンドウが表示されます。

7. 「はい」を選択して、選択したコンポーネントを削除します。

コンポーネントがコンピュータから削除されます。「インベントリ」ウィンドウが表示
されます。このウィンドウには、削除されたコンポーネントは表示されていません。

8. 「閉じる」を選択して、「インベントリ」ウィンドウを閉じます。

9. 「終了」を選択して、Oracle Universal Installerを終了します。

注意注意注意注意 : コンポーネントによっては、削除すると他のコンポーネントが正しく
機能しなくなる可能性があることを示すメッセージが表示されます。
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手動でのすべての Oracleコンポーネントとサービスのコンピュータからの削除
手動でのすべての手動でのすべての手動でのすべての手動でのすべての Oracleコンポーネントとサービスのコンポーネントとサービスのコンポーネントとサービスのコンポーネントとサービスの
コンピュータからの削除コンピュータからの削除コンピュータからの削除コンピュータからの削除

まれに、Oracleコンポーネントを完全にコンピュータから削除することで、深刻なシステム
上の問題を修正する必要がある場合があります。

コンピュータからの Oracleコンポーネントの全削除は最後の手段として、またシステムか
ら Oracleコンポーネントをすべて削除する場合にのみ行ってください。

Windows NTでのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除
Windows NT上でコンピュータから上でコンピュータから上でコンピュータから上でコンピュータから Oracleコンポーネントをすべて削除するには、次の手コンポーネントをすべて削除するには、次の手コンポーネントをすべて削除するには、次の手コンポーネントをすべて削除するには、次の手
順に従います。順に従います。順に従います。順に従います。

1. Administrator権限でログインしていることを確認します。

2. 実行中の Oracleサービスがあればすべて停止します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「開始」の状態の Oracleサービス（Oracleで始まる名前）があればそのサービスを
選択し、「停止」を選択します。

c. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

3. MS-DOSコマンド・プロンプトでレジストリを起動します。

C:¥> REGEDT32

4. HKEY_CLASSES_ROOTに移動します。

5. Oracleまたは ORCLで始まるキーを削除します。

6. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

7. ORACLEキーを削除します。

8. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ODBC¥ODBCINST.INIの下の Oracle ODBC 
Driverキーを削除します。

9. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Servicesに移動し、この下に
ある ORACLEで始まるキーをすべて削除します。

注意注意注意注意 : この手順では、コンピュータからすべての Oracleコンポーネント、
サービスおよびレジストリ・エントリが削除されます。さらに、
ORACLE_BASE¥ORADATA¥DB_NAMEの下のデータベース・ファイルもす
べて削除されます。レジストリ・エントリを削除する際は、特に気を付けて
ください。間違ったエントリを削除すると、システムが損傷する場合があり
ます。
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手動でのすべての Oracleコンポーネントとサービスのコンピュータからの削除
10. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥EventLog¥
Applicationに移動し、この下にある ORACLEで始まるキーをすべて削除します。

11. HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

12. Oracleまたは ORCLで始まるキーがある場合は削除します。

13. HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ODBC¥ODBCINST.INIに移動します。

14. Oracleキーがある場合は削除します。

15. レジストリを閉じます。

16.「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「システム」→「環境」タブを選
択します。

17. システム環境変数パスを選択し、Path変数を変更します。

18. すべての Oracleエントリをパスから削除します。たとえば、Oracleによって JREがイ
ンストールされている場合は、%ORACLE_HOME%¥BINパスと JREパスを削除しま
す。次のようなパスがある可能性があります。

C:¥ORACLE¥ORA81¥BIN;G:¥PROGRAM FILES¥ORACLE¥JRE¥1.1.7¥BIN

19.「コントロール パネル」を終了します。

20. SYSTEM_DRIVE:¥WINNT¥PROFILES¥ALL USERS¥START MENU¥PROGRAMSに移
動します。

21. 次のアイコンを削除します。

� Oracle - HOME_NAME

� Oracle Installation Products

HOME_NAMEは、以前の Oracleホーム名です。

22. Windows NTエクスプローラで SYSTEM_DRIVE:¥Program Files¥Oracleを削除します。

23. ハード・ディスク・ドライブ上のすべての ORACLE_BASEディレクトリを削除します。

24. コンピュータを再起動します。
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手動でのすべての Oracleコンポーネントとサービスのコンピュータからの削除
Windows 95またはまたはまたはまたは Windows 98でのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除でのコンポーネントの削除
Windows 95またはまたはまたはまたは 98上でコンピュータから上でコンピュータから上でコンピュータから上でコンピュータから Oracleコンポーネントをすべて削除するにコンポーネントをすべて削除するにコンポーネントをすべて削除するにコンポーネントをすべて削除するに
は、次の手順に従います。は、次の手順に従います。は、次の手順に従います。は、次の手順に従います。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトでレジストリを起動します。

C:¥> REGEDIT

2. HKEY_CLASSES_ROOTに移動します。

3. Oracleまたは ORCLで始まるキーを削除します。

4. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

5. ORACLEキーを削除します。

6. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ODBC¥ODBCINST.INIの下の Oracle ODBC 
Driverキーを削除します。

7. HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

8. Oracleまたは ORCLで始まるキーがある場合は削除します。

9. HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ODBC¥ODBCINST.INIに移動します。

10. Oracleキーを削除します。

11. AUTOEXEC.BATファイルを編集して、パス設定から %ORACLE_HOME%¥BINおよび
JREのパスを削除します。

12. Windowsエクスプローラで SYSTEM_DRIVE:¥Program Files¥Oracleを削除します。

13. 次の場所からアイコンを削除します。

� SYSTEM_DRIVE:¥WINDOWS¥START MENU¥PROGRAMS¥
ORACLE - HOME_NAME

� SYSTEM_DRIVE:¥WINDOWS¥START MENU¥PROGRAMS¥
ORACLE INSTALLATION PRODUCTS

HOME_NAMEは、以前の Oracleホーム名です。

14. ハード・ディスク・ドライブ上のすべての ORACLE_BASEディレクトリを削除します。

15. コンピュータを再起動します。
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                                                            インストール可能な個々のコンポーネン
A

インストール可能な個々のコンポーネントインストール可能な個々のコンポーネントインストール可能な個々のコンポーネントインストール可能な個々のコンポーネント

この付録では、各インストール・タイプで使用可能な個々のコンポーネントをリストしま
す。

次の項目について説明します。

� Oracle8i Clientのコンポーネント

� 8.1.7では使用できないコンポーネント

注意注意注意注意 : 「カスタム」インストール・タイプでは、現在のカテゴリに含まれる
すべてのコンポーネントをインストールできるので、この 3種類の最上位コ
ンポーネントでは、「カスタム」インストール・タイプについては表示しませ
ん。いくつかのコンポーネントは、「カスタム」インストールでのみインス
トールできます。そのようなコンポーネントの場合は、この付録の表の他の
インストール・タイプに「×」と表示されます。

注意注意注意注意 : ここでは、各インストール・タイプで使用可能な上位コンポーネント
を識別します。インストールされたすべてのコンポーネントおよび機能
（Required Support Filesや Common Filesなどの下位コンポーネントを含む）
のリストへのアクセス方法は、5-8ページの「インストール・セッションのロ
グの確認」を参照してください。
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Oracle8i Clientのコンポーネント
Oracle8i Clientのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
この表では、Oracle8i Clientの各インストール・タイプで使用可能なコンポーネントがアル
ファベット順にリストされます。

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 管理者管理者管理者管理者 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・

ユーザーユーザーユーザーユーザー

アドバンスト・キューイング API ◎ ◎ ◎

Net8 Client。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� Net8 Assistant ◎ ◎ ◎

� Net8 Configuration Assistant ◎ ◎ ◎

� Oracle Protocol Support ◎ ◎ ◎

注意注意注意注意 :　　　　「標準」または「最小」インストール・タイプで Net8 
Clientをインストールすると、検出されたネットワーキング・
プロトコルに対する Oracle Protocol Supportが自動的にインス
トールされます。「カスタム」インストール・タイプで Oracle 
Protocol Supportを選択すると、サポートするネットワーキン
グ・プロトコル（SPXおよび LU6.2）を選択するよう求めるプ
ロンプトが表示されます。Named Pipesおよび TCP/IPプロト
コル・サポートは、自動的にインストールされ、削除できませ
ん。

Object Type Translator。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ×

� Oracle INTYPE File Assistant ◎ ◎ ×

Oracle Advanced Security。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

1. 暗号化と整合性のサポート。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� DES40 Encryption ◎ ◎ ◎

� DES56 Encryption ◎ ◎ ◎

� 3DES_112 Encryption（2キー・オプション） ◎ ◎ ◎

� 3DES_168 Integrity（3キー・オプション） ◎ ◎ ◎

� RC4_40 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_56 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_128 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_256 Integrity ◎ ◎ ◎
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Oracle8i Clientのコンポーネント
� SHA-1 Integrity ◎ ◎ ◎

� MD5 Integrity ◎ ◎ ◎

2. Thin JDBC Javaベースの暗号化サポート。次のコンポーネント
を含む。

◎ ◎ ◎

� DES40 Encryption ◎ ◎ ◎

� DES56 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_40 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_56 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_128 Encryption ◎ ◎ ◎

� RC4_256 Integrity ◎ ◎ ◎

� SHA-1 Integrity ◎ ◎ ◎

� MD5 Integrity ◎ ◎ ◎

3. 認証サポート。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� CyberSafe（SSOサポートあり） × × ×

� DCE（SSOサポートあり） × × ×

� Entrust × × ×

� Identix（バイオメトリック用） ◎ ◎ ◎

� Kerberos（SSOサポートあり） ◎ ◎ ◎

� RADIUS（スマート・カード、トークン・カードおよび
バイオメトリック用）

◎ ◎ ◎

� SecurID（トークン・カード用） ◎ ◎ ◎

� Secure Socket Layer（X.509バージョン 3および SSOサポート） ◎ ◎ ◎

注意注意注意注意 :　　　　Kerberos、SecurIDおよび Radiusは、「カスタム」イ
ンストールの「使用可能な製品コンポーネント」ウィンドウで
インストールされます。Identix、CyberSafeおよび Entrustは、
適切なサードパーティ・ソフトウェアがインストールされてい
る場合にのみこのウィンドウにインストール対象として表示さ
れます。DCEは、「カスタム」インストールの「使用可能な製
品コンポーネント」ウィンドウでのみインストールできます。

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 管理者管理者管理者管理者 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・

ユーザーユーザーユーザーユーザー
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Oracle8i Clientのコンポーネント
4. エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ。次のコンポーネ
ントを含む。

� Oracle Enterprise Login Assistant ◎ ◎ ◎

� Oracle Enterprise Security Manager（Oracle Enterprise 
Manager Integrated Applicationsで起動）

◎ × ×

� Oracle Wallet Manager

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Enterprise Login Assistant、Oracle Enterprise 
Security Managerおよび Oracle Wallet Managerは、Oracle 
Advanced Securityの機能であり、Oracle Advanced Security
ライセンスを購入した場合にのみ使用できます。

◎ ◎ ◎

Oracle Call Interface ◎ ◎ ◎

Oracle Enterprise JavaBeans and CORBA Tools ◎ ◎ ×

Oracle Enterprise Manager。次のコンポーネントを含む。 ◎ × ×

1. Oracle Enterprise Manager Client。次のコンポーネントを
含む。

◎ × ×

� Oracle Enterprise Managerコンソール ◎ × ×

� Oracle Enterprise Manager Events ◎ × ×

� Oracle Enterprise Manager Migration Assistant ◎ × ×

� Oracle DBA Management Pack。次のコンポーネントを含む。 ◎ × ×

Oracle DBA Studio1 ◎ × ×

Oracle Instance Manager × × ×

Oracle Schema Manager × × ×

Oracle Security Manager × × ×

Oracle Storage Manager × × ×

SQL*Plus Worksheet ◎ × ×

� Oracle Enterprise Manager Integrated Applications。次のコン
ポーネントを含む。

◎ × ×

Oracle Enterprise Security Manager

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Advanced Securityを介してライセンスを得ま
す。

◎ × ×

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 管理者管理者管理者管理者 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・

ユーザーユーザーユーザーユーザー
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Oracle8i Clientのコンポーネント
Oracle Parallel Server Manager ◎ × ×

Oracle interMedia Text Manager ◎ × ×

Oracle Forms Server Manager ◎ × ×

Oracle Spatial Index Advisor ◎ × ×

Oracle Directory Manager ◎ × ×

2. Oracle Enterprise Manager Paging Server × × ×

3. Oracle Enterprise Manager Quick Tours ◎ × ×

Oracle interMedia Client Option ◎ ◎ ◎

Oracle Internet Directory Client ◎ × ×

Oracle JDBC Drivers。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 ◎ ◎ ◎

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 ◎ ◎ ◎

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 ◎ ◎ ◎

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 ◎ ◎ ×

Oracle Migration Workbench × × ×

Oracle Objects for OLE ◎ ◎ ◎

Oracle ODBC Driver ◎ ◎ ◎

Oracle Provider for OLE DB ◎ ◎ ◎

Oracle Services for Microsoft Transaction Server × × ×

Oracle SQLJ。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ×

� SQLJ Runtime ◎ ◎ ×

� SQLJ Translator ◎ ◎ ×

Oracle Universal Installer。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� Java Runtime Environment（Oracle用バージョン） ◎ ◎ ◎

� Oracle Home Selector ◎ ◎ ◎

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 管理者管理者管理者管理者 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・

ユーザーユーザーユーザーユーザー
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8.1.7では使用できないコンポーネント
8.1.7では使用できないコンポーネントでは使用できないコンポーネントでは使用できないコンポーネントでは使用できないコンポーネント
8.1.6に含まれていた次のコンポーネントは、8.1.7ではインストールできません。

� Oracle Web Publishing Assistant

� Oracle AppWizard for Microsoft Visual C++

Oracle Utilities。次のコンポーネントを含む。 ◎ ◎ ◎

� Export ◎ ◎ ◎

� Import ◎ ◎ ◎

� Recovery Manager ◎ ◎ ×

� SQL*Loader ◎ ◎ ◎

Oracle Visual Information Retrieval Client ◎ ◎ ◎

Oracle Workflow Builder × × ×

Oracle Workflow Mailer × × ×

Oracle XML Developer's Kit ◎ ◎ ◎

Oracle XML SQL Utility ◎ ◎ ◎

Oracle8i Windows Documentation（インストレーション・ガイド
およびリリース・ノート）

◎ ◎ ◎

PL/SQL ◎ ◎ ×

Pro*C/C++ ◎ ◎ ×

Pro*COBOL 8.1.7 × × ×

Pro*COBOL 1.8.52 ◎ ◎ ×

Replication API ◎ ◎ ×

SQL*Plus ◎ ◎ ◎

1 Oracle Replication Managerの機能を含みます。

参照参照参照参照 : B-2ページの「コンポーネントの説明」には、これらのコンポーネン
トの説明とリリース番号があります。

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 管理者管理者管理者管理者 プログラマプログラマプログラマプログラマ
アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・アプリケーション・

ユーザーユーザーユーザーユーザー
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                                                            個々のコンポーネントの説
B

個々のコンポーネントの説明個々のコンポーネントの説明個々のコンポーネントの説明個々のコンポーネントの説明

ここでは、各インストール・タイプで使用可能な個々のコンポーネントとそのリリース番号
を説明します。

次の項目について説明します。

� コンポーネントの説明

注意注意注意注意 : コンポーネントの説明は、Oracle Universal Installerで「カスタム」
インストール・タイプを選択したときに表示される「使用可能な製品コン
ポーネント」ウィンドウでも提供されます。カーソルを特定のコンポーネン
トにドラッグすると、説明が表示されます。
明 B-1



コンポーネントの説明
コンポーネントの説明コンポーネントの説明コンポーネントの説明コンポーネントの説明
この表では、インストール可能な個々のコンポーネントの説明とリリース番号を示します。
該当するコンポーネントを詳細に説明しているドキュメントへの参照も示します。これから
説明するコンポーネントの中には、他のコンポーネントとともに自動的にインストールされ
るものもあります。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照

アドバンスト・アドバンスト・アドバンスト・アドバンスト・
キューイングキューイングキューイングキューイング API

8.1.7 アドバンスト・キューイングのアプリケーション・
プログラミング・インタフェース（API）をサポー
トする機能を提供するコンポーネントです。

『Oracle8i アプリケー
ション開発者ガイド 
アドバンスト・
キューイング』

Assistant Common 
Files

（Net8 Assistantの
ような、Oracle 
Aassistantとともに
インストールされる）

8.1.7 Oracle Assistantが必要とする、自動的にインストー
ルされる一連のファイルです。次のファイルがあり
ます。

� BaliShare 1.0.8（圧縮）

� DBUI 1.1.2

� EWT 3.3.6（圧縮）

� ICE Browser 4.06.6（圧縮）

� Java Swing Components 1.1.1（圧縮）

� Kodiak 1.1.3

� Oracle Help for Java 3.1.8（圧縮）

� SMUI 1.0.8

なし

Java Runtime 
Environment

（Oracle用バージョン）

1.1.7.30 Oracle Universal Installerのような Javaアプリケー
ションを実行するために必要です。

なし

LSM Administrator 
GUI

8.1.7 Legato Storage Manager（LSM）サーバーを、別の
Windows NTコンピュータから管理するためのクラ
イアント・ツールです。

� 『Legato Storage 
Manager for 
Windows NT管
理者ガイド』

� 付録 D「Legato
製コンポーネン
トのインストー
ルと削除」
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コンポーネントの説明
Legato Storage 
Manager（（（（LSM））））
サーバーサーバーサーバーサーバー

8.1.7 Oracleデータベースのバックアップに Recovery 
Manager（RMAN）を使用している場合、テープへ
のバックアップおよびリストアには LSM Serverの
ようなメディア管理コンポーネントが必要になりま
す。CD-ROMに含まれるメディア管理コンポーネン
ト（LSM Server）をインストールするか、Oracleの
Backup Solutions Program（BSP）に準拠するサード
パーティ製のメディア管理コンポーネントを使用で
きます。LSM Serverには、Legato NetWorkerの縮
小版も含まれます。

� 『Legato Storage 
Manager for 
Windows NT管
理者ガイド』

� 付録 D「Legato
製コンポーネン
トのインストー
ルと削除」

Net8 Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 Net8を構成および管理するための統合化環境を実現
するために、構成能力とコンポーネント制御を組み
合せたツールです。このツールは、クライアントで
もサーバーでも使用可能です。

Net8 Assistantを使用して、次のネットワーク・コ
ンポーネントを構成します。

� ネーミング

単純な名前と接続識別子を定義して、ネット
ワーク位置およびサービスの IDを識別するた
めに定義した接続記述子とマップします。Net8 
Assistantは、ローカルの TNSNAMES.ORA
ファイル、集中化された LDAP準拠のディレク
トリ・サーバー、または Oracle Names Server
の接続記述子の構成をサポートします。

� ネーミング・メソッド

接続識別子を解決して接続記述子を得るための
様々な方法を構成します。

� リスナー

クライアント接続を受け入れるために、リス
ナーを作成し構成します。

Oracle Names Serverが構成されると、Net8 
Assistantによって起動、停止、チューニングまたは
統計情報の収集ができます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Net8 Client 8.1.7 クライアントがネットワークを介してデータベース
に接続できるようにするコンポーネントです。クラ
イアント側のアプリケーションから Net8に要求が
送信されると、その要求はネットワークを介して
サーバーに転送されます。

（Oracle Universal Installerではなく）Net8 Clientに
よって、TCP/IPと Oracle Named Pipesがインス
トールされ、SPXが自動検出されます。SPXは、コ
ンピュータ上で適切なソフトウェアが検出された場
合にのみインストールされます。「カスタム」インス
トール・タイプで、このコンポーネントを明示的に
選択した場合、コンピュータに適切なソフトウェア
がなくてもインストールされます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Net8 Configuration 
Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 ネットワーク・コンポーネントを構成できるように
するツールです。このマニュアルで説明していると
おり、Net8 Configuration Assistantはインストール
後に自動的に実行されます。Net8 Configuration 
Assistantは、クライアントまたはサーバーで使用し
ます。ネーミング・メソッドの使用方法、リスナー、
TNSNAMES.ORAファイル内のネット・サービス
名、およびディレクトリ・サーバー・アクセスを構
成するために、スタンドアロン・モードでも実行で
きます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Object Type Translator
（（（（OTT））））

8.1.7 OTTは、すでに作成されて Oracleデータベースに
格納されている抽象データ型を表現する C構造体を
作成するために使用されます。オブジェクトを利用
するには、データベースに対して OTTを実行しま
す。これにより、C構造体を含むヘッダー・ファイ
ルが生成されます。

『Oracle8i コール・イ
ンタフェース・プロ
グラマーズ・ガイド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Advanced 
Security

8.1.7 Oracle Advanced Securityは、Oracle8i に次のセ
キュリティ・サービスの包括セットを提供します。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

1. 認証サポート認証サポート認証サポート認証サポート 厳密認証サポートが提供されます。詳細は、付録 A
「インストール可能な個々のコンポーネント」を参照
してください。

2. 認可サポート認可サポート認可サポート認可サポート 認可ソリューションは、分散コンピューティング環
境（DCE）、および Oracle Advanced Securityのエ
ンタープライズ・ロール管理機能で提供されます。

3. 暗号化と整合性の暗号化と整合性の暗号化と整合性の暗号化と整合性の
サポートサポートサポートサポート

データの機密性は、付録 A「インストール可能な
個々のコンポーネント」にリストされている暗号化
とデータ整合性のタイプを使用して確保されます。

注意注意注意注意 :　　　　米国輸出管理規定（EAR）が最近変更され、
オラクル社は、Oracle Advanced Securityの全世界
版を出荷できるようになりました。Oracle 
Advanced Securityは、以前は米国およびカナダの
市場でのみ入手可能だった強力なプロトコル暗号化
を Oracle8i データベースに組み込みます。

4. エンタープライズ・エンタープライズ・エンタープライズ・エンタープライズ・
ユーザー・ユーザー・ユーザー・ユーザー・
セキュリティ・セキュリティ・セキュリティ・セキュリティ・
サポートサポートサポートサポート

エンタープライズ・ユーザーの集中管理、エンター
プライズ・ロール管理およびシングル・サインオン
のために、Oracle Internet Directoryなどの LDAP
（Lightweight Directory Access Protocol）v3準拠の
ディレクトリ・サービスとの統合が提供されていま
す。

5. シングル・シングル・シングル・シングル・
サインオン・サインオン・サインオン・サインオン・
サポートサポートサポートサポート

シングル・サインオン（1回のユーザー認証）が提
供されます。その後の接続では、厳密認証が透過的
に行われます。Kerberos、CyberSafe、DCEおよび
SSL（Secure Socket Layer）ベースのシングル・サイ
ンオンがサポートされます。

Oracle Call Interface
（（（（OCI））））

8.1.7 Cまたは C++プログラムから Oracleデータベース
にアクセスするための APIです。Cまたは C++プ
ログラムから直接 OCI関数をコールし、SQL文を実
行させます。

� 『Oracle8i コー
ル・インタ
フェース・プロ
グラマーズ・ガ
イド』

� 『Oracleコール・
インタフェース
for Windowsス
タート・ガイド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle DBA 
Management Pack

2.2 Oracle Enterprise Managerにバンドルされている、
一連のツールとウィザードです。Oracle DBA 
Management Packは、データベース管理作業の大半
を実行し、Oracleデータベースのすべてのバージョ
ンをサポートします。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle DBA Studio

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 スキーマ、セキュリティ、記憶域、インスタンスお
よびレプリケーション管理の機能性を 1つの管理
ツールに統合したものです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Directory 
Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationsの一部）

2.1.1 Javaベースのツールで、Oracle Internet Directoryの
機能の大半とその関連プロセスを管理します。

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
JavaBeans and CORBA 
Tools

8.1.7 トランザクション・アプリケーションを Javaの分散
コンポーネントとして開発するためのアーキテク
チャです。

『Oracle8i Enterprise 
JavaBeans 
Developer’s Guide 
and Reference』

Oracle Enterprise Login 
Assistant

1.1 シングル・サインオンを使用可能にするツールです。
シングル・サインオン機能は Oracle Wallet Manager
機能のサブセットを実装し、ユーザーのWalletを開
きアプリケーションがそれを使用できるようにしま
す。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager

2.2 異機種間環境を集中管理するための統合化ソリュー
ションを実現する一連のコンポーネントです。
Oracle Enterprise Managerは、グラフィカル・コン
ソール、Oracle Management Server、Oracle 
Intelligent Agent、共通サービス、および Oracleと
サードパーティのコンポーネントを管理する統合化
された包括的なシステム管理プラットフォームを実
現するためのツールの組合せです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Client

2.2 Oracle Enterprise Managerのファースト・ティア
は、コンソールや管理アプリケーションのようなク
ライアントから導出され、それらのクライアントは
管理者に対してすべての管理作業を GUI（グラフィ
カル・ユーザー・インタフェース）で表します。こ
のようなクライアント・コンポーネントは、ローカ
ルに、またはWebブラウザとともにインストールで
きます。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Enterprise 
Managerコンソールコンソールコンソールコンソール

2.2 Oracle Enterprise Managerのファースト・ティアの
クライアント・インタフェースで、次の機能があり
ます。

� 複数のデータベースを集中管理、診断および
チューニングします。

� その他の Oracleコンポーネントおよびサービス
を管理します。

� Oracleコンポーネントおよびサードパーティ・
サービスの状態を、24時間監視して対応しま
す。

� 複数のノード上のジョブを多様な時間間隔でス
ケジュールします。

� イベントのネットワーク化されたサービスを監
視します。

� データベースとその他のサービスを論理的な管
理グループに編成することで、表示をカスタマ
イズします。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Events

2.2 グローバル環境で問題の発生を監視するために使用
する事前定義のイベント・テストのセットです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applications

2.2 Oracle環境を管理するための Oracle Enterprise 
Managerに統合されるアプリケーションと、環境が
必要とする場合に Oracle Enterprise Managerととも
にインストールされるアプリケーションです。その
すべてのアプリケーションには、Oracle Enterprise 
Managerのナビゲータ・ペインおよびコンソール・
アプリケーション・ドローワのどちらかまたは両方
から、またはオペレーティング・システムからアク
セスできます。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Migration 
Assistant

2.2 Oracle Enterprise Managerリリース 1.6およびそれ
以上のリポジトリをリリース 2.2のリポジトリに移
行するツールです。

注意注意注意注意 :　　　　Oracle Enterprise Manager Migration 
Assistantは、Windows NT、Windows 95、
Windows 2000およびWindows 98でのみサポート
されます。ただし Oracle Enterprise Manager 
Migration Assistantは、ソースおよび宛先のリポジ
トリ・データベースのプラットフォームにかかわら
ず、リポジトリ・データをリリース 1.xリポジトリ
からリリース 2.2にリモートで移行できます。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Enterprise 
Manager Paging Server

2.2 管理者がコンソールからのページング通知を受け入
れられるようにする機能です。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイド』

Oracle Enterprise 
Manager Quick Tours

2.2 HTMLベースの学習ツールで、様々な Oracle 
Enterprise Managerコンポーネントを実際にインス
トールすることなく、それらに関する知識を速やか
にかつ簡単に得ることができます。次のコンポーネ
ントに対応しています。

� Oracle Enterprise Manager

� Oracle DBA Management Pack

� Change Management Pack

� Diagnostics Pack

� Tuning Pack

� Management Pack for Oracle Applications

� Management Pack for SAP R/3

� Standard Management Pack

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Security Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationsの一部）

2.0 LDAP準拠のディレクトリ・サーバーを使用して
Oracle環境のユーザー・セキュリティの管理を支援
するツールです。このツールによって、同時に複数
のデータベースが運用される中で、管理者は企業レ
ベルのロール認可を管理できるようになります。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

Oracle Forms Server 
Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationsの一部）

2.1 Forms Listener、Forms Server、Load Balancer 
Serverおよび Load Balancer Clientの制御と監視を
可能にするツールです。さらに、起動やシャットダ
ウンのような基本的制御の他に、このツールによっ
て、サービス停止、メモリー使用量超過、CPU使用
量超過などのイベントを監視することや、問題が起
きたときに自動的に修復することができます。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Home Selector

（Oracle Universal 
Installerとともに
インストールされる）

1.7.0 適切な Oracleホーム・ディレクトリをプライマリ・
ホームにするために、環境パスを編集できるように
するツールです。

『Oracle8i Client for 
Windows管理者ガイ
ド』の第 3章「複数
の Oracleホームおよ
び Optimal Flexible 
Architecture」

Oracle Instance 
Manager

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 Oracle環境内のデータベース・インスタンスおよび
セッションを管理するツールです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Internet 
Directory Client

2.1.1 Oracle8i データベースの様々なコンポーネントが、
記憶域の集中化のために Oracle Internet Directory
を使用できるようにするコンポーネントです。

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』

Oracle Internet File 
System（（（（Oracle iFS））））

1.1 Oracle iFSは、Oracle8i データベースをファイル・
システムのように動作させ、Windows、Web、FTP
および電子メール・クライアントを介してアクセス
できるようにします。Oracle iFSは、多くのコンテ
ンツ管理アプリケーションの優れた開発プラット
フォームでもあります。Javaおよび XMLを使用し
て、ファイル・システムのすべての機能を利用して、
ニーズに合った外観と動作にカスタマイズできます。

『Oracle Internet File 
System Setup and 
Administration 
Guide』

Oracle iFSが収録され
ている CD-ROMの詳
細は、『Oracle8i for 
Windowsリリース・
ノート』を参照して
ください。

Oracle INTYPE File 
Assistant

（Object Type Translator
とともにインストール
される）

8.1.7 Object Type Translatorにより変換されるタイプのリ
ストを提供する INTYPEファイルの作成を補助しま
す。このコンポーネントは、Object Type Translator
とともに自動的にインストールされます。

『Oracleコール・イン
タフェース for 
Windowsスタート・
ガイド』

Oracle JDBC（（（（Java 
Database Connectivity））））
Drivers

8.1.7 JavaSoftによって指定された Javaクラスの標準セッ
トで、Javaからリレーショナル・データに対するベ
ンダーに依存しないアクセスを実現します。個々の
リリース番号は、付録 A「インストール可能な個々
のコンポーネント」のコンポーネント・リストを参
照してください。

『Oracle8i JDBC開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

Oracle Migration 
Workbench

1.3 非 Oracleデータベースから Oracle8i へのデータとア
プリケーションの移行プロセスを単純化するツール
です。Oracle Migration Workbenchによって、アプ
リケーション・システム全体（すなわち、トリガー
およびストアド・プロシージャを含むデータベー
ス・スキーマ）を、統合化されたビジュアル環境に
迅速かつ簡単に移行できます。次の非 Oracleデータ
ベースからの移行がサポートされます。

� Microsoft Access

� Microsoft SQL Server

� Sybase Adaptive Server

� 『Oracle 
Migration 
Workbench 
Reference for MS 
Access Reference 
Guide』

� 『Oracle 
Migration 
Workbench 
Reference for MS 
SQL Server and 
Sybase Adaptive 
Server Reference 
Guide』

Oracle Objects for OLE
（（（（OO4O））））

8.1.7 OLEインプロセス・サーバーを伴うカスタム・コン
トロール（OCXまたは ActiveX）で、それによって
Oracle8i データベース固有の機能をWindowsアプ
リケーションにプラグインできます。

「スタート」メニュー
から使用可能なオン
ライン・ヘルプ

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle ODBC（（（（Open 
Database Connectivity））））
Driver

8.1.7 Windows NT、Windows 2000、Windows 95および
Windows 98クライアント・システムから Oracle8i 
データベースへの ODBC接続をサポートするコン
ポーネントです。Oracle ODBC DriverはMicrosoft 
ODBC仕様のバージョン 3.51に準拠しています。

SQLBulkOperations ODBC関数はサポートされませ
ん。

「スタート」メニュー
から使用可能なオン
ライン・ヘルプ

Oracle Parallel Server 
Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationsの一部）

2.2 Oracle Parallel Serverを使用するデータベースを検
出して管理するコンポーネントです。Oracle 
Enterprise Managerコンソールを拡張して、Oracle 
Parallel Server Managerはナビゲータの「データ
ベース」フォルダ内の単一インスタンス・データ
ベースの横に、すべての検出されたパラレル・サー
バーのリストを表示します。プロパティ・シートを
使用すると、Oracle Parallel Serverを使用してデー
タベースを起動およびシャットダウンできるほか、
インスタンス、データ・ファイル、インダウト・ト
ランザクション、プロファイル、REDOログ・グ
ループ、ロール、ロールバック・セグメント、ス
キーマ・オブジェクト、ユーザーおよび表領域の状
態をチェックできます。

� 『Oracle8i Parallel 
Server for 
Windows NT管
理者ガイド』

� 『Oracle8i Parallel 
Serverセット
アップおよび構
成ガイド』

Oracle Protocol 
Support - LU6.2

8.1.7 このアダプタは、IBM Advanced 
Program-to-Program Communication（APPC）アー
キテクチャの一部です。APPCは、SNA（Systems 
Network Architecture）ネットワーク用の IBMのピ
アツーピア（プログラムツープログラム）プロトコ
ルです。SNAは、ISO（International Standards 
Organization）の OSI（Open Systems Interconnect）
モデルに似ている IBM参照モデルです。

LU6.2プロトコルおよび PU2.1（Physical Unit Type 
2.1）プロトコルを使用する SNAネットワークに
よって、APPCが実現されます。LU6.2プロトコル
は、2つのアプリケーション・プログラム間のセッ
ションを定義します。LU6.2はコンポーネントに依
存しない LUタイプです。

LU6.2プロトコル・サポートによって、パーソナ
ル・コンピュータ上の Oracleアプリケーションは
Oracleデータベースと通信できるようになります。
この通信は、APPCをサポートするホスト・システ
ム上の Oracleデータベースと SNAネットワークを
介して行われます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Protocol 
Support - Named Pipes

8.1.7 Named Pipesおよび Net8を使用して、クライアン
ト /サーバーがネットワークで通信できるようにす
るプロトコルです。Oracleコンポーネントのこの組
合せによって、クライアントの Oracleアプリケー
ションは、Named Pipesを介してリモートの Oracle
データベースと通信できるようになります（Oracle
データベースを実行しているホスト・システムが、
Named Pipesを使用したネットワーク通信をサポー
トしている場合）。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Oracle Protocol 
Support - SPX

8.1.7 SPX/IPXおよび Net8を使用して、クライアント /
サーバーがネットワークで通信できるようにするプ
ロトコルです。Oracleコンポーネントのこの組合せ
によって、クライアントの Oracleアプリケーション
は、SPX/IPXを介してリモートの Oracleデータ
ベースと通信できるようになります（Oracleデータ
ベースを実行しているホスト・システムが、
SPX/IPXを使用したネットワーク通信をサポートし
ている場合）。このプロトコルは、主に Novell 
Directory Services（NDS）環境で使用されます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Oracle Protocol 
Support - TCP/IP

8.1.7 TCP/IPおよび Net8を使用して、クライアント /
サーバーがネットワークで通信できるようにするプ
ロトコルです。Oracleコンポーネントのこの組合せ
によって、クライアントの Oracleアプリケーション
は、TCP/IPを介してリモートの Oracleデータベー
スと通信できるようになります（Oracleデータベー
スを実行しているホスト・システムが、TCP/IPを
使用したネットワーク通信をサポートしている場
合）。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Oracle Provider for 
OLE DB

8.1.7 アプリケーション、コンパイラおよびその他のデー
タベース・コンポーネントによる高いパフォーマン
スと Oracleデータへの効果的なアクセスを提供する
インタフェースです。

『Oracle Provider for 
OLE DBユーザーズ・
ガイド』

Oracle Schema 
Manager

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 クラスタ、索引、スナップショット、表および
ビューのようなスキーマ・オブジェクトを作成、変
更または削除できるようにするツールです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Security 
Manager

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 データベース・ユーザーおよび対応付けられた権限、
プロファイルおよびロールを管理するツールです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Services for 
Microsoft Transaction 
Server

8.1.7 Oracle8データベース・リリース 8.0.6およびリリー
ス 8.1.xとMicrosoft Transaction Serverを完全に統
合するコンポーネントです。このコンポーネントに
よって、Microsoft Transaction Serverを使用する
COMベースのアプリケーションの開発および配置
が可能になります。

『Oracle8とMicrosoft 
Transaction Serverの
連携』

Oracle Spatial Index 
Advisor

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationsの一部）

2.2 データの空間索引の分析およびチューニングを支援
するツールです。その分析機能によって、問合せの
パフォーマンスが最適化されるように索引が正しく
定義されているかどうかがわかります。また、視覚
的な検証によってデータの配布を理解できるように
なります。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle SQLJ 8.1.7 埋込み SQL文を伴う Javaプログラムに対するプリ
プロセッサです。JDBCコールを伴う Javaプログラ
ムを生成します。

『Oracle8i JDBC開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

Oracle Storage 
Manager

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 データベース記憶域を最適化するために、表領域、
データ・ファイル、REDOログおよびロールバッ
ク・セグメントを管理できるようにするツールです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Universal 
Installer

1.7.1 Oracleコンポーネントのインストール、更新、削除
を短時間で実行できる GUI（グラフィカル・ユー
ザー・インタフェース）アプリケーションです。

「スタート」→「プロ
グラム」→「Oracle 
Installation Products」
→「Universal 
Installer Concepts 
Guide」を選択しま
す。

Oracle Utilities 8.1.7 データベース管理に使用される一連のコンポーネン
トです。Oracle Utilitiesには、Export Utility、
Import Utility、SQL*Loaderおよび Recovery 
Managerが含まれます。

『Oracle8i ユーティリ
ティ・ガイド』

Oracle Visual 
Information Retrieval 
Client

8.1.7 このコンポーネントには、Oracle8i データベースに
よって管理されるイメージ・データを保存、取得お
よび操作する機能があります。

『Oracle Visual 
Information Retrieval 
User's Guide and 
Reference』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle Wallet Manager 2.1 1対の公開鍵と秘密鍵を生成して認証局に発行する
証明書要求の作成、認証のための証明書のインス
トール、認証のための信頼できる認証局を構成する
ツールです。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

Oracle Workflow 
Builder

2.5.2 Oracle Workflow Builderは、ワークフロー・プロセ
ス定義を作成、表示および変更するためのグラフィ
カル・ユーザー・インタフェース・ツールです。
Oracle Workflow Builderには、ビジネス・プロセス
のアクティビティとコンポーネントを定義するナビ
ゲータ・ウィンドウがあります。

『Oracle Workflowガ
イド』

Oracle Workflow 
Mailer

2.5.2 このコンポーネントは、Oracle Workflow通知シス
テムの電子メール送信および応答処理を実行します。
プログラムは、通知電子メール・メッセージをユー
ザーに送信し、ユーザー応答を解析して通知を完了
します。このコンポーネントには、Windows NT上
の任意のMAPI準拠メール・アプリケーションと直
接統合できる実装があります。

MAPI準拠の実装をWindows NTコンピュータにイ
ンストールするには、「カスタム」インストール・タ
イプを使用して Oracle Workflow Mailerを選択しま
す。この実装では、MAPI準拠のメール・アプリ
ケーションがコンピュータにインストールされ、
メール・サーバーとして機能している必要がありま
す。

『Oracle Workflowガ
イド』

Oracle XML 
Developer's Kit

8.1.7 このキットは、XMLデータの受渡しと生成を行う
APIセットから構成されます。これらのインタ
フェースは、Java、C、C++および PL/SQL用に作
成されています。このキットは、次のコンポーネン
トから構成されます。

� XML Parser for Java

� XML Parser for C

� XML Parser for C++

� XML Parser for PL/SQL

� XML Class Generator for Java

� XML Class Generator for C++

� XML Transviewer Beans

� XSQL Servlet

� 『Oracle8iアプリ
ケーション開発
者ガイド - XML』

� 『Oracle8i XMLリ
ファレンス・ガ
イド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
Oracle XML SQL 
Utility

2.0 このユーティリティは、問合せが結果セットまたは
XMLにラップされているオブジェクトを返せるよう
にする Javaクラスおよび PL/SQLラッパーのセッ
トです。

� 『Oracle8iアプリ
ケーション開発
者ガイド - XML』

� 『Oracle8i XMLリ
ファレンス・ガ
イド』

Oracle8i Windows 
Documentation
（インストレーション・（インストレーション・（インストレーション・（インストレーション・
ガイドおよびリリース・ガイドおよびリリース・ガイドおよびリリース・ガイドおよびリリース・
ノート）ノート）ノート）ノート）

8.1.7 インストレーション・ガイド（このガイド）では、
Oracleコンポーネントのインストール方法を説明し
ます。『Oracle8i for Windowsリリース・ノート』に
は、重要な最新情報が記載されています。

このインストレー
ション・ガイド

『Oracle8i for 
Windowsリリース・
ノート』

PL/SQL 8.1.7 Oracleによる SQLのプロシージャ拡張である
PL/SQLは、高度な第 4世代プログラミング言語
（4GL）です。PL/SQLには、カプセル化、オーバー
ロード、コレクション型、例外処理、情報隠蔽など
の最新機能が用意されています。PL/SQLでは、透
過的な SQLアクセス、Oracleサーバーとツールの緊
密な統合、移植性およびセキュリティも提供されま
す。

『PL/SQLユーザー
ズ・ガイドおよびリ
ファレンス』

Pro*C/C++ 8.1.7 Pro*C/C++プリコンパイラは、Cおよび C++プロ
グラムに埋め込まれている SQL文を受け取り、標準
Cコードに変換します。このコードをプリコンパイ
ルすると、Cまたは C++プログラムになります。こ
のプログラムをコンパイルして、Oracleデータベー
スにアクセスするアプリケーションを構築します。

� 『Oracle8i 
Pro*C/C++プリ
コンパイラ・プ
ログラマーズ・
ガイド』

� 『Pro*C/C++ for 
Windowsプリコ
ンパイラ・ス
タート・ガイド』

Pro*COBOL 8.1.7
および
1.8.52

Oracle8i データベースにアクセスするには、SQLと
いう高級問合せ言語を使用します。通常は、
SQL*Plusなどの対話形式インタフェースを介して
SQLを使用します。Pro*COBOLは、COBOLプロ
グラム内に埋め込まれている SQL文を標準 Oracle
ランタイム・ライブラリ・コールに変換するプリコ
ンパイラです。出力ファイルは、その後、COBOL
コンパイラでコンパイルできます。

� 『Oracle8i 
Pro*COBOLプリ
コンパイラ・プ
ログラマーズ・
ガイド』

� 『Pro*COBOL for 
Windowsプリコ
ンパイラ・ス
タート・ガイド』

Replication API 8.1.7 レプリケーション管理用にカスタマイズされたスク
リプトを作成する APIを提供するツールです。

『Oracle8i レプリケー
ション・マネージメ
ント APIリファレン
ス』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
SQL*Plus 8.1.7 Windows環境で、SQLおよび PL/SQLデータベー
ス言語を使用できるようにするツールです。
SQL*Plusには、コマンドライン・バージョンと
GUIバージョンがあります。

『Oracle8i SQL*Plus
ユーザーズ・ガイド
およびリファレンス』

SQL*Plus Worksheet

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 手動で、SQL、PL/SQLおよびデータベース管理者
のコマンドを入力したり、ストアド・スクリプトを
実行したりするための GUIアプリケーションです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

SQLJ Runtime

（Oracle SQLJとともに
インストールされる）

8.1.7 JDBCドライバ上で実行する Pure Javaコードのシ
ン・レイヤーです。Oracle SQLJによって SQLJソー
ス・コードが変換されるときに、Javaアプリケー
ションに埋め込まれた SQLコマンドは SQLJ 
Runtimeコールに置換されます。

『Oracle8i SQLJ開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

SQLJ Translator

（Oracle SQLJとともに
インストールされる）

8.1.7 埋込み SQL文が含まれている Javaプログラムに対
するプリプロセッサです。SQLJ Translatorは、SQL
文を JDBCコールに変換します。

『Oracle8i SQLJ開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

WINSOCK2 on 
Windows NTサポートサポートサポートサポート

8.1.7 Net8は、WINSOCK 1.1およびWINSOCK2ソケッ
ト・インタフェースの両方をサポートします。Net8
はWindows NT上のWINSOCK2を自動的に検出
し、使用可能な場合はWINSOCK2を使用します。
WINSOCK2は、Windows NTリリース 4.0オペ
レーティング・システムの標準機能です。Oracle
は、Net8で次のWINSOCK2機能を使用します。

� イベントと重複した I/O

� 共有ソケット（オプション機能として使用可
能）

『Oracle8i Client for 
Windows管理者ガイ
ド』の付録 E「Net8
の構成」

参照参照参照参照 : 付録 A「インストール可能な個々のコンポーネント」には、個々のコ
ンポーネントをインストールするときのインストール・タイプの詳細があり
ます。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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コンポーネントの説明
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                                                            各国語サポー
C

各国語サポート各国語サポート各国語サポート各国語サポート

この付録では、各国語サポート（NLS）について説明します。

次の項目について説明します。

� NLS_LANGパラメータ

� 一般的に使用される NLS_LANGの値

� MS-DOSモードおよびバッチ・モードでの NLS_LANG設定
ト C-1



NLS_LANGパラメータ
NLS_LANGパラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracleは各国語サポート（NLS）を提供します。これによってユーザーは、NLS_LANGパ
ラメータに定義されたそれぞれの言語のデータベースを対話的に操作できます。Oracle8i コ
ンポーネントをインストールすると、NLS_LANGパラメータは Net8 Clientインストール・
スクリプトによって登録されます。

インストール時の NLS_LANGパラメータのデフォルト値は、現在選択されている Oracle
ホームの既存の NLS_LANGパラメータの値、またはオペレーティング・システムのデフォ
ルト言語に対応する値です。デフォルト言語と NLS_LANGの値のマッピングのリストは、
C-3ページの「一般的に使用される NLS_LANGの値」にあります。

NLS_LANGパラメータは、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID¥NLS_LANGサブキーのレジ
ストリに格納されています。ただし IDは Oracleホームを識別する一意の番号です。

NLS_LANGパラメータは、次のような形式です。

NLS_LANG = LANGUAGE_TERRITORY.CHARACTER_SET

文字列の意味は、次のとおりです。

LANGUAGE 言語と、その言語でメッセージ、曜日、月を表示する場合の規則などを
指定します。

TERRITORY 地域と、その地域で週数と日数を計算する場合の規則などを指定します。

CHARACTER_SET メッセージを表示する場合に使用するキャラクタ・セットを制御します。

参照参照参照参照 :

� 複数の Oracleホームに対するサブキーの位置の詳細は、『Oracle8i Client for 
Windows管理者ガイド』の付録 Cを参照してください。

� 『Oracle8i NLSガイド』には、NLS_LANGパラメータおよび NLS初期化パラ
メータの詳細があります。
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一般的に使用される NLS_LANGの値
一般的に使用される一般的に使用される一般的に使用される一般的に使用される NLS_LANGの値の値の値の値
次の表は、一般的に使用される様々な言語に対応する NLS_LANGの値を示しています。

言語言語言語言語 NLS_LANGの値の値の値の値

アラビア語 ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256

ブラジル・ポルトガル語 BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.WE8ISO8859P1

ブルガリア語 BULGARIAN_BULGARIA.CL8MSWIN1251

カナダ・フランス語 CANADIAN FRENCH_CANADA.WE8ISO8859P1

カタロニア語 CATALAN_CATALONIA.WE8ISO8859P1

クロアチア語 CROATIAN_CROATIA.EE8MSWIN1250

チェコ語 CZECH_CZECH REPUBLIC.EE8MSWIN1250

デンマーク語 DANISH_DENMARK.WE8ISO8859P1

オランダ語 DUTCH_THE NETHERLANDS.WE8ISO8859P1

エジプト語 ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256

英語 AMERICAN_AMERICA.WE8ISO8859P1

英語
（イギリス）

ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8ISO8859P1

エストニア語 ESTONIAN_ESTONIA.BLT8MSWIN1257

フィンランド語 FINNISH_FINLAND.WE8ISO8859P1

フランス語 FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1

ドイツ語 GERMAN_GERMANY.WE8ISO8859P1

ギリシャ語 GREEK_GREECE.EL8MSWIN1253

ヘブライ語 HEBREW_ISRAEL.IW8MSWIN1255

ハンガリー語 HUNGARIAN_HUNGARY.EE8MSWIN1250

アイスランド語 ICELANDIC_ICELAND.WE8ISO8859P1

インドネシア語 INDONESIAN_INDONESIA.WE8ISO8859P1

イタリア語 ITALIAN_ITALY.WE8ISO8859P1

日本語 JAPANESE_JAPAN.JA16SJIS

韓国語 KOREAN_KOREA.KO16KSC5601

ラテンアメリカ・
スペイン語

LATIN AMERICAN SPANISH_AMERICA.WE8ISO8859P1
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MS-DOSモードおよびバッチ・モードでのモードおよびバッチ・モードでのモードおよびバッチ・モードでのモードおよびバッチ・モードでの NLS_LANG設定設定設定設定
Oracle Internet Directoryコマンドライン・ツールや、SQL*Plus、SQL*Loader、Import、
Exportなどの Oracle UtilitiesをMS-DOSモードで使用するときは、最初にそのセッション
の NLS_LANGパラメータのキャラクタ・セット・フィールドを正しい値に設定する必要が
あります。

ラトビア語 LATVIAN_LATVIA.BLT8MSWIN1257

リトアニア語 LITHUANIAN_LITHUANIA.BLT8MSWIN1257

スペイン語（メキシコ） MEXICAN SPANISH_MEXICO.WE8ISO8859P1

ノルウェー語 NORWEGIAN_NORWAY.WE8ISO8859P1

ポーランド語 POLISH_POLAND.EE8MSWIN1250

ポルトガル語 PORTUGUESE_PORTUGAL.WE8ISO8859P1

ルーマニア語 ROMANIAN_ROMANIA.EE8MSWIN1250

ロシア語 RUSSIAN_CIS.CL8MSWIN1251

中国語（簡体字） SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.ZHS16GBK

スロバキア語 SLOVAK_SLOVAKIA.EE8MSWIN1250

スペイン語 SPANISH_SPAIN.WE8ISO8859P1

スウェーデン語 SWEDISH_SWEDEN.WE8ISO8859P1

タイ語 THAI_THAILAND.TH8TISASCII

中国語（繁体字） TRADITIONAL CHINESE_TAIWAN.ZHT16MSWIN950

トルコ語 TURKISH_TURKEY.WE8ISO8859P9

ウクライナ語 UKRAINIAN_UKRAINE.CL8MSWIN1251

ベトナム語 VIETNAMESE_VIETNAM.VN8MSWIN1258

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directoryコマンドライン・ツールは、コンピュータ
のMS-DOSコマンド・プロンプトから実行します。これらのツールを実行す
るために、Windows NT用の UNIXエミュレーション・ユーティリティは不
要です。エミュレーション・ユーティリティは、Oracle Internet Directoryの
シェル・スクリプト・ツールを実行する場合にのみ必要です。詳細は、
『Oracle8i Internet Directory管理者ガイド』を参照してください。

言語言語言語言語 NLS_LANGの値の値の値の値
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これは、いくつかの例外がありますが、MS-DOSモードでは OEMコード・ページなどの
Windows（ANSIコード・ページ）とは異なるキャラクタ・セット（またはコード・ペー
ジ）を使用し、レジストリ内のデフォルトの Oracleホームの NLS_LANGパラメータが常
に該当するWindowsコード・ページに設定されているためです。MS-DOSモード・セッ
ションの NLS_LANGパラメータが適切に設定されていない場合、キャラクタ・セットの変
換が正しく行われないためにエラー・メッセージやデータが破壊される可能性があります。

日本語、韓国語、中国語（簡体字）および中国語（繁体字）では、OEMコード・ページは
ANSIコード・ページと同一です。このような場合は、MS-DOSモードで NLS_LANGパラ
メータを設定する必要はありません。

バッチ・モードでも同様に、バッチ・プロシージャの開始時に SET NLS_LANGコマンドを
挿入して、プロシージャで処理するファイルのキャラクタ・セットに応じて、NLS_LANG
に適切なキャラクタ・セット値を設定します。

次の表は、サポートされている各言語のMS-DOSモードでの OEMプライマリ・コード・
ページに対応する Oracleキャラクタ・セットを示しています。

言語言語言語言語 キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット

アラビア語 AR8ASMO8X

ブラジル・ポルトガル語 WE8PC850

カタロニア語 WE8PC850

チェコ語 EE8PC852

デンマーク語 WE8PC850

オランダ語 WE8PC850

英語 US8PC437

フィンランド語 WE8PC850

フランス語 WE8PC850

ドイツ語 WE8PC850

ギリシャ語 EL8PC737

ハンガリー語 EE8PC852

イタリア語 WE8PC850

日本語 JA16SJIS

韓国語 KO16KSC5601

ラテンアメリカ・スペイン語 WE8PC850

ノルウェー語 WE8PC850
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ポーランド語 EE8PC852

ポルトガル語 WE8PC850

ルーマニア語 EE8PC852

ロシア語 RU8PC866

中国語（簡体字） ZHS16GBK

スロバキア語 EE8PC852

スロベニア語 EE8PC852

スペイン語 WE8PC850

スウェーデン語 WE8PC850

中国語（繁体字） ZHT16MSWIN950

トルコ語 TR8PC857

参照参照参照参照 : Oracle Internet Directory NLSの問題および Oracle Internet Directory環
境の様々なコンポーネントおよびツールに必要な NLS_LANG環境変数は、
『Oracle8i Internet Directory管理者ガイド』の第 11章を参照してください。

言語言語言語言語 キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
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                                                            Legato製コンポーネントのインストール
D

Legato製コンポーネントのインストールと製コンポーネントのインストールと製コンポーネントのインストールと製コンポーネントのインストールと

削除削除削除削除

この付録では、Legato Storage Manager（LSM）コンポーネントのインストールおよび削除
方法について説明します。

次の項目について説明します。

� LSM Server

� LSM Administrator GUI

注意注意注意注意 : この 2つの Legato製コンポーネントを、同じコンピュータに別個に
インストールする必要はありません。LSM Serverソフトウェアには LSM 
Administrator GUIが含まれています。LSM Serverをインストールする場合
は、その同じコンピュータに LSM Administrator GUIを別途インストールし
ないでください。LSM Serverを別のWindows NTまたはWindows 2000コ
ンピュータから管理するには、そのWindows NTまたはWindows 2000コン
ピュータに LSM Administrator GUIをインストールします。インストール方
法は、D-6ページの「LSM Administrator GUIのインストール」を参照して
ください。
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LSM Server
LSM Serverはメディア管理レイヤー（MML）です。Oracleデータベースのバックアップお
よびリストアに Recovery Manager（RMAN）を使用している場合、テープ・ストレージへ
のバックアップおよびリストアには LSMのようなMMLが必要です。LSMは、Legato 
NetWorkerの縮小版です。

ここでは、次の手順の実行方法について説明します。

� LSM Serverの更新

� LSM Serverのインストール

� LSM Serverの削除

LSM Serverの更新の更新の更新の更新
次に、次に、次に、次に、Windows NTでででで LSM Serverを新しいバージョンに更新する手順を示します。を新しいバージョンに更新する手順を示します。を新しいバージョンに更新する手順を示します。を新しいバージョンに更新する手順を示します。

1. D-5ページの「LSM Serverの削除」の手順に従って「Partial」を選択し、LSM Server
を部分削除します。

2. D-2ページの「LSM Serverのインストール」の手順に従って、LSM Serverの更新済
バージョンをインストールします。

LSM Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Universal Installerを使用しない LSM Serverのインストール

次に、次に、次に、次に、LSM Serverをインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。

1. Windows NTまたはWindows 2000の Administratorグループのメンバーとしてコン
ピュータにログインします。

2. SQL*Plusを使用して、Windowsシステム上のすべての Oracleインスタンスをシャッ
トダウンします。

3. すべての Oracleデータベース・サービスを停止します。Oracleデータベース・サービ
スは、OracleServiceSIDの形式です。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

b. 「サービス」を選択します。

c. 「OracleServiceSID」を選択し、「停止」を選択します。

注意注意注意注意 : この項の指示に従って LSM Serverソフトウェアをインストールした
場合、その同じコンピュータに LSM Administrator GUIを別途インストール
する必要はありません。
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LSM Server
d. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

4. コンポーネント CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。「Autorun」ウィンドウ
が表示されます。

「Autorun」ウィンドウが表示されない場合は、次の操作を行います。

a. 「スタート」→「実行」を選択します。

b. 次のコマンドを入力します。

DRIVE_LETTER:¥AUTORUN¥AUTORUN.EXE

「Autorun」ウィンドウが表示されます。

5. 「CD-ROMを検索」を選択します。

6. LSMディレクトリに移動します。

7. LSM57_NT.EXE自己解凍 zipファイルをダブルクリックします。

8. プロンプトで、ファイルを展開するディレクトリを指定します。

9. LSMINST.EXEファイルのアイコンをダブルクリックします。

インストールが完了すると、LSM Serverソフトウェアは、デフォルトでは
C:¥WIN32APP¥NSRディレクトリにインストールされます。

重要重要重要重要 : LSMINST.EXEを実行すると、デフォルトで、LSM Serverソフト
ウェアが C:¥WIN32APP¥NSRにインストールされます。十分な領域がない、
C:ドライブが存在しないなどの理由で、LSM Serverをこのディレクトリにイ
ンストールしない場合は、次の手順を実行します。

1. CD-ROMの LSMディレクトリ全体を、LSM Serverをインストールするドラ
イブにコピーします。

2. LSMディレクトリにある SERVER.ISSファイルを変更します。
Path=C:¥WIN32APP¥NSR¥を Path=<ドライブ >:<パス名 >に変更します。
ドライブ名（デフォルトは C）またはディレクトリのパス名（デフォルトは
¥WIN32APP¥NSR¥）のみを変更することも、その両方を変更することもで
きます。Pathは ¥NSRで終わる必要があります。また、Pathに空白を含まな
いでください。更新済の SERVER.ISSファイルを上書き保存します。

3. LSMINST.EXEファイルのアイコンをダブルクリックします。

次の手順に従って、インストール状況を検証します。
                                                                   Legato製コンポーネントのインストールと削除 D-3



LSM Server
10. 次のように、Legatoサービスが開始されたことを確認します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

b. 「サービス」をダブルクリックします。

c. 次のサービスが「開始」状態に設定されていることをチェックします。

NetWorker Backup and Recover Server
NetWorker Power Monitor (on Windows 2000 only)
NetWorker Remote Exec Service

11. 次のように、LSMをインストールしたディレクトリをシステムの検索パスに追加しま
す。

a. 「コントロール パネル」を開きます。

b. 「システム」をダブルクリックします。

c. 「環境」タブを選択します。

d. 「システム環境変数」リスト・ボックスから「Path」を選択します。

e. 「値」フィールドに次のパスを追加します。

;C:¥WIN32APP¥NSR¥BIN

セミコロン（;）によって、既存のエントリと新規のエントリとを区別します。デ
フォルト以外のドライブまたはディレクトリへ LSMをインストールした場合は、
C:¥WIN32APP¥NSR¥BINを正しいドライブ名とパス名に置き換えます。パス名は
常に ¥BINで終わります。

f. 「設定」を選択します。

g. 「OK」を選択します。

h. コンピュータを再起動して、変更をすべて有効にします。

参照参照参照参照 : 記憶デバイス構成の詳細は、『Oracle8i Legato Storage Manager管理
者ガイド』の「メディア管理」を参照してください。
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LSM Serverの削除の削除の削除の削除

次に、次に、次に、次に、LSM Serverを削除する手順を示します。を削除する手順を示します。を削除する手順を示します。を削除する手順を示します。

1. Windows NTまたはWindows 2000の Administratorグループのメンバーとしてコン
ピュータにログインします。

2. SQL*Plusを使用して、Windowsシステム上のすべての Oracleインスタンスをシャッ
トダウンします。

3. すべての Oracleデータベース・サービスを停止します。Oracleデータベース・サービ
スは、OracleServiceSIDの形式です。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

b. 「サービス」をダブルクリックします。

c. 「OracleServiceSID」を選択し、「停止」を選択します。

d. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

4. 「スタート」→「プログラム」→「NetWorker Group」→「Uninstall NetWorker」を選
択します。

5. 「Complete」または「Partial」を選択します。

NetWorker Uninstallerによって LSMがコンピュータから削除されます。

6. Windows NT上で前のバージョンの LSM Serverソフトウェアからアップグレードする
場合は、C:¥WINNT¥SYSTEM32ディレクトリからインタフェース・ファイル
ORASBT.DLLを削除します。WINNTはWindows NTのインストール・ディレクトリ
です。

重要重要重要重要 : LSMから Legato NetWorker Module for Oracleにアップグレードす
る場合は、索引を削除しないでください。「Partial」を選択します。ファイル
索引（¥NSR¥INDEX）、サーバー・リソース・ファイル（¥NSR¥RES）、メ
ディア・データベース（¥NSR¥MM）の、最新の全体バックアップを必ずと
るようにしてください。アップグレードするバージョンの『Installation 
Guide for the Legato NetWorker Module for Oracle』を参照してください。

Oracle Universal Installerを使用して LSM Serverを削除することはできませ
ん。LSM Serverソフトウェアを削除するには、次の手順を実行します。

注意注意注意注意 : すべてのデータベース、索引およびリソース・ファイルを削除する場
合にのみ、「Complete」を選択してください。
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7. 「Partial」を選択した場合は、NSR¥BINディレクトリを手動で削除してください。たと
えば、LSMがデフォルト・ディレクトリにインストールされていた場合は、
C:¥WIN32APP¥NSR¥BINディレクトリを削除してください。

LSM Administrator GUI
LSM Serverを別のWindows NTまたはWindows 2000コンピュータから管理する場合は、
そのコンピュータに LSM Administrator GUI（コンポーネント CD-ROMに含まれています）
をインストールする必要があります。

ここでは、次の手順の実行方法について説明します。

� LSM Administrator GUIの更新

� LSM Administrator GUIのインストール

� LSM Administrator GUIの削除

LSM Administrator GUIの更新の更新の更新の更新
次に、次に、次に、次に、Windows NTクライアント・コンピュータ上のクライアント・コンピュータ上のクライアント・コンピュータ上のクライアント・コンピュータ上の LSM Administrator GUIを新しいを新しいを新しいを新しい
バージョンに更新する手順を示します。バージョンに更新する手順を示します。バージョンに更新する手順を示します。バージョンに更新する手順を示します。

1. D-8ページの「LSM Administrator GUIの削除」の手順に従って、既存の LSM 
Administrator GUIを完全に削除します。

2. D-6ページの「LSM Administrator GUIのインストール」の手順に従って、更新された
バージョンの LSM Administrator GUIをインストールします。

LSM Administrator GUIのインストールのインストールのインストールのインストール
LSM Serverを使用してテープにバックアップし、Windows NTまたはWindows 2000クラ
イアント・コンピュータから LSM Serverを管理する場合は、クライアント・コンピュータ
上に LSM Administrator GUIをインストールする必要があります。

注意注意注意注意 : LSM Administrator GUIのインストールは、Windows NTおよび
Windows 2000でのみサポートされます。また、LSM Administrator GUIを
インストールする前に、そのWindows NTまたはWindows 2000クライアン
ト・コンピュータに、LSM Serverおよび NetWorkerソフトウェアが現在イ
ンストールされていないことを確認してください。
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次に、次に、次に、次に、Windows NTまたはまたはまたはまたはWindows 2000クライアント・コンピュータにクライアント・コンピュータにクライアント・コンピュータにクライアント・コンピュータに LSM 
Administrator GUIをインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。をインストールする手順を示します。

1. Windows NTまたはWindows 2000の Administratorグループのメンバーとしてコン
ピュータにログインします。

2. コンポーネント CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

3. CD-ROMの LSMフォルダに移動します。

4. LSM57_NT.EXE自己解凍 zipファイルをダブルクリックします。

5. プロンプトで、ファイルを展開するディレクトリを指定します。

6. SETUP.EXEのアイコンをダブルクリックするか、コマンド・オプションを指定せずに
MS-DOSコマンド・プロンプトから SETUP.EXEを実行します。「SETUP Options」が表
示されます。

7. 「Client Only」を選択し、「Next」を選択します。

8. デフォルトの C:¥Program Files¥NSRディレクトリに LSM Administrator GUIをインス
トールする場合は、「Choose destination directory」ウィンドウで「Next」を選択しま
す。別のインストール先ディレクトリを選択する場合は、「Browse」を選択し、目的の
位置を選択します。

9. 「Authorize NetWorker Servers」ウィンドウでは、フィールドを空白にしたまま、
「Next」を選択します。

ソフトウェアが正常にインストールされたことを示すメッセージ・ボックスが表示され
ます。

10.「OK」を選択します。

11. 次のように、Legatoサービスが開始されたことを確認します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

b. 「サービス」をダブルクリックします。

c. 次のサービスが「開始」状態に設定されていることをチェックします。

NetWorker Power Monitor (on Windows 2000 only)
NetWorker Remote Exec

参照参照参照参照 : 『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』には、LSM 
Administrator GUIの使用方法の詳細があります。
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LSM Administrator GUIの削除の削除の削除の削除
次に、次に、次に、次に、Windows NTまたはまたはまたはまたはWindows 2000クライアント・コンピュータからクライアント・コンピュータからクライアント・コンピュータからクライアント・コンピュータから LSM 
Administrator GUIを削除する手順を示します。を削除する手順を示します。を削除する手順を示します。を削除する手順を示します。

1. Windows NTまたはWindows 2000の Administratorグループのメンバーとしてコン
ピュータにログインします。

2. SQL*Plusを使用して、Windowsシステム上のすべての Oracleインスタンスをシャッ
トダウンします。

3. すべての Oracleデータベース・サービスを停止します。Oracleデータベース・サービ
スは、OracleServiceSIDの形式です。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

b. 「サービス」をダブルクリックします。

c. 「OracleServiceSID」を選択し、「停止」を選択します。

d. 「閉じる」を選択して、「サービス」ウィンドウを閉じます。

4. 「スタート」→「プログラム」→「NetWorker Group」→「Uninstall NetWorker」を選
択します。

5. 「Uninstall NetWorker」ウィンドウで、削除オプションとして「Complete」を選択し、
「OK」を選択します。

6. クライアントが正常に削除されたことを示すメッセージ・ボックスが表示されたら、
「OK」を選択します。
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用語集用語集用語集用語集

IPC 

データベースと通信するためにリスナーと同じノードに置かれる、クライアント・アプリ
ケーションで使用されるプロトコル。

LDAP.ORAファイルファイルファイルファイル （（（（LDAP.ORA file））））

次のディレクトリ・アクセス情報を含む、Net8 Configuration Assistantにより作成される
ファイル。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの位置

� クライアントまたはサーバーがデータベース・サービスに接続するための接続識別子を
検索または構成するために使用する、デフォルトの管理コンテキスト

LDAP.ORAファイルは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINに置かれ
ている。

LISTENER.ORAファイルファイルファイルファイル （（（（LISTENER.ORA file））））

リスナーが次を識別するための構成ファイル。

� リスナー名

� 接続要求を受け付けたプロトコル・アドレス

� リスニング中のサービス

LISTENER.ORAファイルは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINに置
かれている。

Oracle8i データベースはサービス登録によりデータベース・サービスの識別を必要としな
い。しかし Oracle Enterprise Managerを使用する計画がある場合は、Oracle8i データベー
スに静的サービス構成は必要である。
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OPS$ 

初期化ファイル・パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXにより、データベースに接続するユー
ザーを認証するために Oracleで使用される接頭辞をユーザーが指定できる。Oracleは、こ
のパラメータの値をユーザーのオペレーティング・システム・アカウント名およびパスワー
ドの前に連結する。接続要求が発行されると、Oracleは接頭辞の付いたユーザー名をデータ
ベース内の Oracleユーザー名と比較する。

このパラメータのデフォルト値は ""（NULL文字列）であり、オペレーティング・システ
ム・アカウント名に接頭辞が追加されたものは除去される。以前のリリースでは、OPS$
（オペレーティング・システム固有の短縮名）がデフォルト設定だった。

Oracleコンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト （（（（Oracle Context））））

相対識別名が cn=OracleContextのディレクトリ・サブツリーのルートで、すべての Oracle
ソフトウェア情報が保持される。ディレクトリ内には 1つ以上の Oracleコンテキストを含
めることができる。Oracleコンテキストは、ディレクトリ・ネーミング・コンテキストと関
連付けることができる。

Oracleコンテキストは、次の Oracleエントリを含めることができる。

� Net8ディレクトリ・ネーミングとともに使用してデータベース接続を行う接続識別子

� Oracle Advanced Securityとともに使用するエンタープライズ・ユーザー・セキュリ
ティ

Oracleスキーマスキーマスキーマスキーマ （（（（Oracle schema））））

LDAP準拠のディレクトリ・サーバーに格納できるものを決定する規則の集合。Oracleは、
Net8エントリを含む多くのタイプの Oracleエントリに適用される独自のスキーマを持つ。
Net8エントリ用の Oracleスキーマは、エントリに含まれる属性を含む。

Oracleホームホームホームホーム （（（（Oracle home））））

Oracleコンポーネントをインストールするディレクトリ・パス（たとえば、
D:¥Oracle¥Ora81など）。Oracle Universal Installerの「ファイルの場所」ウィンドウの「パ
ス」フィールドで、Oracleホームの入力が要求される。

Oracleホーム名ホーム名ホーム名ホーム名 （（（（Oracle home name））））

現在の Oracleホームの名前。各 Oracleホームには、コンピュータ上のすべてのOracleホー
ムと区別するために名前が付いている。インストール時に、Oracle Universal Installerの
「ファイルの場所」ウィンドウの「名前」フィールドで、Oracleホーム名の入力が要求され
る。
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SQLNET.ORAファイルファイルファイルファイル （（（（SQLNET.ORA file））））

クライアントまたはサーバーの構成ファイルで、次を指定する。

� 修飾されていないサービス名またはネット・サービス名に追加されるクライアント・ド
メイン

� 名前を解決するときにクライアントが使用するネーミング・メソッドの順序

� 使用するロギング機能およびトレース機能

� 接続の経路

� Oracle Namesサーバーの作業環境

� 外部ネーミング・パラメータ

� Oracle Advanced Securityパラメータ

SQLNET.ORAファイルは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINに置か
れている。

TNSNAMES.ORAファイルファイルファイルファイル （（（（TNSNAMES.ORA file））））

接続記述子にマップされるネット・サービス名を含む構成ファイル。このファイルは、ロー
カル・ネーミング・メソッド用に使用される。TNSNAMES.ORAファイルは、
ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINに置かれている。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ （（（（installation types））））

Oracle Universal Installerをコンポーネント CD-ROMから実行する場合は、インストール・
タイプのインストールが要求される。各インストール・タイプには、一連のコンポーネント
が含まれる。次のインストール・タイプをインストールに使用できる。

� 管理者

� プログラマ

� アプリケーション・ユーザー

� カスタム

参照参照参照参照 : 各インストール・タイプでインストールされるコンポーネントのリス
トは、付録 A「インストール可能な個々のコンポーネント」を参照。
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オペレーティング・システムの認証による接続オペレーティング・システムの認証による接続オペレーティング・システムの認証による接続オペレーティング・システムの認証による接続 （（（（operating system authenticated 
connections））））

Windows NTログイン資格証明を Oracle8i データベースへのユーザー接続の認証に使用で
きる。Windows NTネイティブの認証には、次の利点がある。

� ユーザーはユーザー名やパスワードを入力しなくても、複数の Oracle8i データベースに
接続できる。

� Oracle8i データベースのユーザー認可情報をWindows NTで一元管理することによっ
て、Oracle8i でユーザー・パスワードを保管または管理する必要がなくなる。

管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト （（（（administrative context））））

Oracleコンテキストが置かれるディレクトリ・エントリ。管理コンテキストは、ディレクト
リ・ネーミング・コンテキストとなることも可能。ディレクトリ・アクセスの構成中に、ク
ライアントはディレクトリ構成ファイル（LDAP.ORA）内の管理コンテキストを使用して構
成される。管理コンテキストは、クライアントがアクセスするディレクトリ内の Oracleコ
ンテキストの場所を指定する。Windows 2000では、ドメインが管理コンテキストになる。

サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録 （（（（service registration））））

PMONプロセス（インスタンス・バックグラウンド・プロセス）がリスナーに情報を自動
的に登録する機能。この情報はリスナーに登録されるため、LISTENER.ORAファイルはこ
の静的情報とともに構成する必要はない。

サービス登録はリスナーに次の情報を提供する。

� 実行中のデータベースの各インスタンス用のサービス名

� データベースのインスタンス名

� 各インスタンスで利用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャおよび専用サー
バー）

これにより、リスナーがクライアントの要求を正しく管理できる。

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

これにより、リスナーがクライアントの接続要求を処理できる最良のディスパッチャを
決定できる。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リスナーは接続に対
して専用サーバーを実行できる。

修飾されていない名前修飾されていない名前修飾されていない名前修飾されていない名前 （（（（unqualified name））））

ネットワーク・ドメインを含まないネット・サービス名。
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接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子 （（（（connect descriptor））））

ネットワーク接続の宛先で、特別なフォーマットの記述のもの。接続記述子は、宛先サービ
スおよびネットワーク経路情報を含む。

リリース 8.0またはバージョン 7の Oracleデータベースでは、宛先サービスは Oracle8i デー
タベース用のサービス名またはその Oracleシステム識別子（SID）を使用して表される。
ネットワーク経路は、最低でも、ネットワーク・アドレスを使用してリスナーの場所を提供
する。

接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子 （（（（connect identifier））））

接続記述子を解決する名前、ネット・サービス名またはサービス名。ユーザーは、接続する
サービスに対する接続文字列内に、接続識別子とともにユーザー名およびパスワードを渡す
ことで接続要求を開始する。たとえば、次のようにする。

SQL> CONNECT USERNAME/PASSWORD@CONNECT_IDENTIFIER

ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー （（（（directory server））））

LDAP（Lightweight Directory Access ProtocolL）を使用してアクセスされる LDAP準拠の
ディレクトリ・サーバー。ディレクトリは集中化された記憶領域を提供し、データベース・
ネットワーク・コンポーネント、ユーザー方針およびコーポレート方針の作業環境、ユー
ザーの認証およびセキュリティの情報を取り出し、クライアント側とサーバー側のローカ
ル・ファイルを置き換える。

ディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー （（（（Directory Information Tree: DIT））））

エントリの識別名（Distinguished Name: DN）のディレクトリ・サーバー内の階層的なツ
リー構造。

ディレクトリ・ネーミング・コンテキストディレクトリ・ネーミング・コンテキストディレクトリ・ネーミング・コンテキストディレクトリ・ネーミング・コンテキスト （（（（directory naming context））））

ディレクトリ・サーバー内の重要なサブツリー。通常、編成されているいくつかのサブツ
リーの一番上となる。一部のディレクトリでは固定されたコンテキストのみ許される。他は
ディレクトリ管理者によりゼロ個以上が構成される。

ディレクトリ・ネーミング・メソッドディレクトリ・ネーミング・メソッドディレクトリ・ネーミング・メソッドディレクトリ・ネーミング・メソッド （（（（directory naming method））））

データベース・サービスまたはネット・サービス名を接続記述子に解決するネーミング・メ
ソッドで、中央のディレクトリ・サーバーに格納される。

ディレクトリは、データベース・サービスおよびネット・サービス名の集中管理を提供し、
サービスの追加または再配置に関連する作業量を軽減する。ネット・サービス名はサービス
の別名として構成できるのに対し、ディレクトリはネット・サービス名を使用せずにデータ
ベース・サービス・ディレクトリを参照できる。さらに構成を簡単にするために、インス
トール中にデータベース・サービスはディレクトリ内のエントリとして自動的に追加され
る。
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デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン （（（（default domain））））

ほとんどのクライアント要求が置かれるネットワーク・ドメイン。クライアントが置かれる
ドメイン、またはクライアントがネットワーク・サービスを要求するドメインとなることが
ある。デフォルト・ドメインは、修飾されていないネットワーク名要求に追加されるドメイ
ンを決定するクライアント構成パラメータにもなる。"."文字を含まない場合、名前要求は修
飾されない。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド （（（（naming method））））

データベース・サービスに接続するためにクライアント・アプリケーションで接続識別子を
ネットワーク・アドレスに解決するために使用される解決方法。Net8は、次のネーミング・
メソッドをサポートする。

� ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミング

� 外部ネーミング

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名 （（（（net service name））））

接続記述子に解決されるサービスの単純名。ユーザーは、接続するサービスに対する接続文
字列内に、ネット・サービス名とともにユーザー名およびパスワードを渡すことで接続要求
を開始する。たとえば、次のようにする。

SQL> CONNECT USERNAME/PASSWORD@NET_SERVICE_NAME

要求に応じて、ネット・サービス名は次のような様々な場所に格納できる。

� ローカル構成ファイル（各クライアントの TNSNAMES.ORA）

� ディレクトリ・サーバー

� Oracle Namesサーバー

� 外部ネーミング・サービス（Novell Directory Service（NDS）、Network Information 
Service（NIS）、Cell Directory Service（CDS）など）
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プロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレス （（（（protocol address））））

ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別するアドレス。

接続が行われるとき、クライアントとその要求の受信者（リスナー、Oracle Names Server
または Oracle Connection Manager）は同じプロトコル・アドレスを使用して構成される。
クライアントはこのアドレスを使用して接続要求を特定のネットワーク・オブジェクト位置
に送信し、レシピエントはこのアドレスで要求のリスニングを行う。クライアントと接続レ
シピエントに対して同じプロトコルをインストールし、同じアドレスを構成することが重要
である。

データベースと通信するためにリスナーと同じノードに置かれる、クライアント・アプリ
ケーションで使用されるプロトコル。

リスナーリスナーリスナーリスナー （（（（listener））））

クライアントからの接続要求をリスニングし、サーバーへの通信量を管理する責任のある
サーバーに置かれるプロセス。

クライアントがサーバーとのネットワーク・セッションを要求するたびに、リスナーは実際
の要求を受け取る。クライアント情報がリスナーの情報と一致した場合、リスナーはサー
バーへの接続を許可する。

ローカル・ネーミング・メソッドローカル・ネーミング・メソッドローカル・ネーミング・メソッドローカル・ネーミング・メソッド （（（（local naming method））））

クライアントの TNSNAMES.ORAファイル内に格納されるネット・サービス名をサービス
のネットワーク・アドレスおよび識別に解決するネーミング・メソッド。頻繁に変更されな
い少数のサービスを行う簡単な分散ネットワークには、ローカル・ネーミングが最も適して
いる。
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